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「新らしい町づくり」にいそしむ私たちの町では、年々、諸事業

を数多く行なっていますが、このたぴ、昭和52年度諸事業のうち次

の 6つの事業が完成し、去る 3月25日に合同竣工式が行なわれまし

た。消防庁舎、祝町小学校・璽海小学校両屋内運動場、町営松ケ丘

住宅等の新築工事、町営公園墓地造成工事などし、ずれも、新らしい

町づくりのための推進役を果たす重要な事業です。こ、で、みなさ

んにそれらの工事の概況をご紹介いたします。

大洗町磯浜町8，228番地のl

量産・簡易耐火構造2階建(連続建)

第l種住宅 6戸建 2棟(12戸)

55. 47m'/戸計 665.64m'

6戸建 2棟 (12戸)

55. 47m'/戸計 665.64m'

6戸建 4棟 (24戸)

合計 1，331.28m'

住宅の部屋の構成

l階 4.5帖、勝手、玄関、浴室、便所

2階 6.0帖、 4.5帖

96，832，000円

大洗町営松ケ丘住宅

第2種住宅

計

総事業費

ト場所

2 構造規模

3 
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大洗町消防庁舎

大洗町磯浜町6，881番地の191

鉄筋コンクリート2階建

延 851.80m'

1階 受付通信室、教養訓練室、ラウンジ、

待機室、更衣室、仮眠室、救急仮眠

室、洗面室、浴室、車庫、機械室、

便所

消防長・署長室、事務室、消防団幹

部室、調査室、定衣室、印刷室、書

庫、給湯室、健所

111 ，599，000向

2 P皆

1.場所

2 構造規模

(内訳)

大洗町立夏海小学校屋内運動場

鉄筋コンクリー卜及ぴ鉄骨造2階建

636.30m' (192.5坪)

玄潟、ホール、体育室、ステージ、

器具倉庫、便所

2階放送室、ギャラリー、更衣室

65，600，000円

大洗町成田町239番地

面積

1階

2.構造規模

(内訳)

3 総事業費

所1.場f

3.総事業費

大洗町磯浜田J8，095番地のl

鉄筋コンクリート鉄骨造2階建

636.30m' (192.5坪)

玄関、ホール、体育室、ステージ、

器呉倉庫、便所

放送室、ギャラリー、更衣室

大洗町立祝町小学校屋内運動場

所

62，500，000円

F方火貯水槽移設工事

面積

1階

2階

2.構造規模

(内訳)

3 総事業費

4.付帯工事

1.場

大洗町営公園墓地

大洗町磯浜町J字鮫口5，825番地

2，13L89m' 

日十

52，305，743円

1，633. 11m' 

3，765.00m' 

337区画

道路その他の面積

区画数及び面積模

所

3.総事業費

場

2. 実見

大洗町立祝町小学校温度保持施設

20.80m' 

j昆度保持(暖房)工事

鉄筋コンクリー卜 3階建校舎 (12教室)

990.00m' 

大洗町磯浜町8，095番地のl

変電所上屋建築工事

13，720，413円

2 構造規模

3 総事業費

所1 場
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こ
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間
、
よ
く
坂
本
町
団
長
を

春
、
ふ
た
だ
ぴ
蘇
が
え
り
、
緩
か
な
一
滞
り
な
く
式
典
は
終
り
ま
し
た
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終
了
一
の
私
の
消
防
生
活
は
、
私
の
人
生
に
お
一
腐
け
、
町
消
防
団
の
発
展
の
だ
め
に
尽

日
産
し
さ
す
去
る

4
月

5
目
、
大
洗
町
一
後
、
送
別
行
事
に
移
h
y
、
消
防
新
庁
舎
一
け
る
震
史
の
総
て
で
あ
る
。
』
、
退
径
の
一
カ
し
、
数
々
の
賞
記
、
褒
賞
、
表
彰
等

消
妨
団
で
は
坂
本
団
長
送
任
に
伴
な
一
か
ら
坂
本
団
長
の
自
宅
ま
で
、
消
防
団
一
御
撲
拶
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
一
ぞ
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
o
そ
の
優
れ
た

う
、
坂
本
・
谷
間
部
両
団
長
の
離
・
就
一
会
員
に
よ
っ
て
作
く
ら
れ
た
人
寝
の
中
一
が
、
正
に
そ
の
一
一
言
に
つ
き
る
も
の
と
一
人
格
と
識
見
は
今
更
申
し
上
げ
る
ま
で

任
式
を
役
場
下
広
場
で
盛
大
に
挙
行
し
一
色
旬
、
坂
本
団
長
は
別
れ
ぞ
憎
み
な
が
ら
一
思
い
ま
す
o
ま
た
、
こ
の
間
に
は
県
消
一
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
年
閣
の
質
か
な

ま
し
た
o
大
洗
町
消
防
団
員
百
六
十
一
徒
歩
で
帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
一
防
協
会
東
茨
城
支
部
副
支
部
長
、
県
消
一
消
防
経
験
と
実
行
力
は
県
内
外
で
も
高

名
、
大
洗
町
消
防
署
員
三
十
四
名
が
整
一
新
・
旧
一
向
団
長
に
つ
い
て
少
し
く
ご
紹
一
防
協
会
評
議
員
、
同
監
事
、
等
県
消
防
一
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
去
る
3
月
7

然
、
と
間
並
ぶ
な
か
、
加
藤
町
長
か
ら
坂
一
介
い
た
し
ま
す
o

一
界
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、
数
々
の
賞
一
日
に
は
、
東
京
・
臼
本
武
道
館
で
、
天

本
彦
市
団
長
に
退
職
辞
令
が
交
付
さ
一
坂
本
彦
市
岡
悶
団
長
一
記
、
褒
賞
、
特
別
表
彰
ぞ
受
け
、
去
る
一
皇
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま

れ
、
続
い
て
谷
田
部
吉
蔵
副
団
長
に
団
一
昭
和
4
年
、
旧
磯
浜
町
消
防
組
小
頭
一
昭
和
M
U
年
秋
の
叙
勲
で
は
、
生
存
者
叙
一
し
た
、
自
治
体
消
防
却
周
年
記
念
式
典

長
任
命
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
一
を
拝
命
以
来
、
消
防
組
部
長
、
問
機
浜
一
勲
Lf)し
て
は
県
で
二
人
目
の
、
勲
五
等
一
で
、
消
坊
庁
長
宮
賞
と
い
う
消
防
人
と

こ
の
あ
ル
ー
加
藤
町
長
@
内
山
副
議
長
一
町
一
警
防
団
副
団
長
、
旧
磯
浜
町
消
防
回
一
双
光
旭
日
章
の
栄
与
に
浴
さ
れ
ま
し
一
し
て
の
最
高
の
栄
与
に
も
浴
し
て
い
ま

の
接
官
、
坂
本
団
長
の
功
績
紹
べ
新
一
長
官
経
て
昭
和
却
年
)
大
洗
町
消
防
団
一
だ
。
こ
の
た
び
、
満
田
才
の
高
全
信
迎
一
す
。
新
団
長
と
し
て
誠
に
ふ
さ
わ
し
い

旧
両
団
長
の
挨
拶
、
谷
田
部
団
長
か
ら
一
長
に
就
任
し
、
今
日
ま
で
実
に
五
十
年
一
ぇ
、
更
に
、
町
消
防
組
織
も
近
代
化
ヘ
一
谷
田
部
団
長
の
も
と
に
、
大
洗
町
消
防

坂
本
団
長
へ
、
坂
本
団
長
か
ら
谷
田
部
一
の
長
き
に
一
B
D県
下
、
随
一
を
誇
る
我
一
の
足
固
め
が
で
き
た
の
で
、
町
常
備
消
一
団
が
今
後
益
々
発
麗
さ
れ
る
こ
と
を
折

団
長
へ
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
の
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呈
等
、
一
が
大
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消
防
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成
発
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め
一
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体
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一
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後
進
に
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し
て
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ま
せ
ん
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ら
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D
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
団
員
串
」
始
め
一
消
防
団
発
展
の
た
め
、
こ
の
上
も
な
い

関
係
者
各
伎
の
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
一
議
び
で
あ
り
ま
す
o
今
後
、
谷
田
部
新

大
洗
町
消
防
団
長
を
退
任
す
る
に
あ
一
し
出
ま
し
た
が
、
消
防
新
庁
舎
建
設
も
一
体
制
が
名
実
共
に
確
立
さ
れ
、
近
代
消
一
の
賜
と
、
私
は
も
と
よ
り
家
族
一
同
心
一
団
長
を
中
心
に
役
員
、
団
員
一
丸
と
な

た
っ
て
、
一
一
言
お
礼
と
ご
後
拶
や
申
し
一
あ
り
、
そ
の
完
成
ま
で
と
関
係
者
の
強
一
間
づ
く
hu
に
向
つ
て
の
基
礎
固
め
が
一
一
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
一
っ
て
、
歴
史
と
伝
統
に
輝
く
大
洗
町
消

上
げ
ま
す
o

一
い
要
請
に
よ
D
今
日
に
至
っ
た
訳
け
で
一
段
落
し
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
一
あ
り
ま
す
o

一
防
団
を
更
に
発
麗
さ
せ
る
た
め
、
皆
様

私
も
本
年
で
満
八
十
三
才
の
高
令
を
一
あ
り
ま
す
o

一
の
機
を
天
の
時
と
信
じ
、
選
任
す
る
こ
↑
私
の
五
十
年
に
一
回
一
る
消
防
生
活
は
、
一
の
限
り
な
き
前
進
や
希
っ
て
止
み
ま
せ

迎
え
ま
し
た
o
か
ね
が
ね
、
後
進
に
道
一
本
年
は
、
時
あ
た
か
も
自
治
体
消
防
一
と
に
ヰ
認
を
決
つ
し
た
訳
け
で
あ
り
ま
一
私
の
人
生
に
お
け
る
歴
史
の
す
べ
て
で
一
ん
o
終
り
に
、
大
洗
町
と
大
洗
町
消
簡

を
開
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
昨
年
四
一
発
足
却
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
一
す
o
か
え
り
み
ま
す
と
、
昭
和
4
年
、
一
あ
る
と
申
し
て
も
過
言
で
な
く
、
団
員
一
回
の
益
々
の
発
震
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶

月
、
常
備
消
防
発
足
を
機
に
辞
任
を
申
一

D
、
ま
だ
本
町
に
お
い
て
も
常
備
消
防
一
旧
磯
浜
消
防
組
員
を
拝
命
し
て
よ
り
五
一
の
皆
様
と
共
に
住
民
の
生
命
と
財
産
を
一
と
い
た
し
ま
す
。

私
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浅
学
非
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一
回
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亦
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り
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受
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治

生
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の

人
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に

戦

前

戦

一

さ

な

光

を

も

た

ら

す
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が
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求
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漆

介

護

、

機

先

冨

興

部

吉

蔵

中

教

育

さ

れ

、

敗

戦

処

理

の

豊

富

一

道

の

行

と

感

得

す

る

な

れ

ば

、

如

何

な

中
、
こ
の
指
導
風
間
の
借
り
物
の
武
士
道
一
る
苦
痛
に
も
堪
え
ら
れ
る
こ
と
を
自
覚

坂
本
彦
市
団
長
が
、
本
町
常
備
消
防
一
は
、
家
中
の
者
ま
で
が
責
任
の
重
さ
に
一
会
経
験
e

職
業
経
験
を
異
に
す
る
一
家
一
を
み
せ
つ
け
ら
れ
深
い
悲
し
み
と
償
り
一
し
、
こ
れ
が
大
正
生
れ
の
歴
史
え
の
忠

の
発
足
を
契
機
に
辞
任
さ
れ
ま
し
た
の
一
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
で
あ
れ
ツ
ま
す
。
一
の
大
黒
柱
を
結
集
し
て
消
防
団
を
組
織
一
を
感
じ
、
戦
後
は
煉
熟
す
る
無
責
任
な
一
実
な
役
割
り
と
患
い
、
団
長
を
引
受
け

で
、
消
防
組
織
法
並
び
に
大
洗
町
消
防
一
今
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
、
建
一
し
、
常
に
こ
の
団
員
の
生
命
と
安
全
ぞ
一
民
主
主
義
一
辺
倒
の
世
相
に
憂
い
を
も
一
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
団
員
は
勿
論
、

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
拠

D
全
団
員
一
築
資
材
の
開
発
に
伴
う
火
災
時
に
於
け
一
確
保
し
な
が
ら
任
務
遂
行
に
動
員
さ
せ
一
つ
、
戦
場
体
験
の
大
正
生
れ
だ
か
ら
で
一
町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
御
支
獲
を
お
願

の
推
薦
ぞ
得
て
、
私
が
火
消
の
頭
梁
と
一
る
危
険
度
の
増
加
、
恒
産
一
定
ま
ら
ぬ
変
一
る
こ
と
は
、
単
に
安
如
た
る
名
挙
意
織
一
あ
り
ま
す
。
一
い
致
し
ま
す
。

し
て
采
配
を
任
か
さ
れ
ま
し
た
こ
と
一
動
激
し
い
経
済
社
会
の
中
に
於
て
、
社
一
で
は
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
消
防
は
打
算
を
持
た
な
い
無
欲
の
集

¥
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実
社
会
に
羽
ば
た
く

9
名
を
激
励

節存下か地す大 学学たを習た

員合罰弓良カミ雪磯節の魅力にひかれて 雪占よ警福量産
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留指ではレ lを、宣 言E空ナ訪ル、主
に導す磯パプ被謹年る空会地れ全学で受をは窟謡のに八守耳は問 i熱望
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ん、当をトはす翠ーのゑ先の地各研がて聴特他大すっ九月男大しのにミ
で熱田I選リ究る宅度こネヨ生民に地究、いし定if)学。て日 15女栄てあ磯今

ぞ時2中日221fiZ翼民主き雪量き署員五五52E??ZZ
た
o
練
習
の
合
い
聞
に
、
研
究
会
の
幹

事
長
を
努
め
る
外
国
語
学
部

3
年
の
滝

沢
潔
さ
ん
は
、
い
か
に
も
学
生
ら
し
い

爽
や
か
な
態
度
で
、
そ
の
掲
負
と
磯
節

や
選
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
日
本
民
謡
を
学
生
ら
し

い
態
度
で
研
究
し
、
日
本
民
謡
古
来
の

素
朴
な
生
命
観
、
あ
る
い
は
創
造
精
神

を
受
け
守
D
、
育
て
て
ゆ
く
努
力
を
し

去
る

3
月
刊
日
、
磯
浜
公
民
館
で
、
一
カ
し
て
欲
し
い
U
、
竹
内
一
中

P
T
A
一
す
る
講
話
に
、
煩
を
紅
潮
さ
せ
た
皆
さ

町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
就
職
生
激
一
会
長
の
「
私
は
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
一
ん
は
終
始
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

励
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
o
こ
れ
は
、
今
一
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
最
善
の
努
力
を
払
え

τたo
激
励
会
も
終
り
に
近
づ
き
、
加

春
本
町
の
巾
学
校
を
卒
業
し
、
愈
之
先
一
と
教
え
ら
れ
、
フ
ァ
イ
ト
を
も
っ
て
努
一
藤
町
長
か
ら

J
呉
割
の
直
筆
・
署
名

社
会
に
飛
び
立
つ
川
口
名
の
若
人
の
、
前
一
力
し
て
き
た
o
皆
さ
ん
も
自
分
の
選
ん
一
入
り
の
ア
ル
バ
ム
が
一
人
一
人
に
手
渡

途
を
祝
福
し
励
ま
す
た
め
に
催
さ
れ
た
一
だ
道
や
全
う
し
て
下
さ
い
日
と
の
、
そ
一
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
受
け
る
臨

も
の
で
、
加
藤
町
長
を
は
じ
め
、
間
山
一
れ
ぞ
れ
必
愛
に
満
ち
た
挨
拶
が
あ
り
、
一
は
、
将
来
に
向
っ
て
輝
き
を
み
せ
て
い

議
長
@
吉
川
教
育
委
員
長
・
鐙
回
教
育
一
そ
の
あ
と
、
岩
船
山
積
入
寺
・
大
幅
制
義
一
ま
し
た
。

長
@
一
中
・
南
中
両
校
長
・
竹
内
一
中
一
明
住
臓
の
「
門
出
に
あ
た
っ
て
」
と
題
一

P
T
A会
長
等
多
数
の
関
係
者
が
出
席
一

1
$
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
4
4
1
1
1
1
1
1

ま
し
た
o
や
や
緊
張
気
味
な
面
持
ち
一
言
内
」

3
p
l事
、
ノ
、
5
旬
、
ノ

で

、

行

儀

良

く

並

ん

だ

望

の

皆

さ

ん

一

魚

高

壌

か

め

人

気

も

釘

を

前

に

、

主

催

者

襲

、

就

職

生

状

況

一

青

い

目

の

デ

ビ

ッ

ト

君

報

告

と

式

行

事

が

進

み

、

加

議

町

長

の

一

三

三
)
れ
か
ら
の
長
い
人
生
で
最
も
大
切
一
今
、
「
ア
ミ
」
漁
で
賑
わ
っ
て
い
る
一
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
0

「
自
分
が
今

な
こ
と
は
、
自
分
に
む
い
た
仕
事
に
各
一
町
の
魚
市
場
で
、
一
寸
、
人
目
を
ひ
い
一
ま
で
に
援
し
だ
各
国
の
軍
主
逢
も
皆

自
が
専
心
努
力
す
る
こ
と
で
あ
b
、
皆
一
て
い
る
一
人
の
青
年
が
い
ま
し
た
o
ブ
一
ん
な
良
い
人
達
ば
か
り
、
世
界
の
人
皆

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
心
か
ら
周
一
ロ
ン
ド
の
妥
に
青
い
目
を
し
た
米
国
の
一
ん
な
同
じ
、
た
だ
、
各
国
の
政
府
が
い

侍
し
て
い
ま
す
o
ま
だ
、
県
外
に
行
か
一
青
年
で
、
漁
関
係
の
オ
ジ
サ
ン
・
オ
パ
一
け
な
い
。
自
分
は
位
界
の
平
和
を
望
ん

れ
る
人
は
、
時
々
町
に
帰
え
っ
て
き
て
一
サ
ン
に
ま
じ
っ
て
「
ア
ミ
L

の
水
揚
げ
一
で
い
る
o
日
本
の
人
達
も
皆
ん
な
親
切

町
の
発
展
ぶ
D
を
見
て
下
さ
い
J

」
と
の
一
作
業
に
精
出
し
て
い
ま
し
た
。
五
日
間
一
な
人
達
ば
か
り
で
大
好
き
だ
が
、
日
本

励
ま
し
の
一
言
葉
に
つ
い
で
、
白
山
議
長
一
の
契
約
で
目
下
、
大
洗
漁
協
に
ア
ル
パ
一
の
社
会
は
公
害
が
多
く
て
嫌
い
だ
。
』

か
ら
寸
世
の
中
は
、
今
ま
で
の
甘
え
は
一
イ
ト
中
の
こ
の
人
、
ヂ
ビ
ッ
ト
・
ワ
イ
一
と
、
中
を
手
厳
し
い
一
耐
を
み
せ
る
デ

通
用
し
な
い
、
真
剣
に
、
一
生
懸
命
努
一
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
側
君
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
一
ビ
ッ
ト
君
だ
が
、
大
洗
に
つ
い
て
は

1
1
l
i
l
i
l
i
-
-
州

11セ
ン
ト
・
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
・
カ
レ
ツ
一
『
川
と
空
湖
の
美
し
い
、
自
分
の
故

た
い
o
更
に
、
民
認
を
と
お
し
て
文
化
一
ジ
の
学
生
で
、

I
・C
-
Y
-
E留
学
生
と
一
郷
(
オ
レ
ゴ
ン
州
)
と
よ
く
似
て
い
る

社
会
人
と
し
て
の
資
質
や
高
め
た
い
。
一
し
て
昨
年
九
月
に
来
日
、
茨
大
・
加
藤
木
一
し
、
海
の
人
々
は
心
が
非
常
に
暖
か
い

ま
だ
、
磯
節
は
日
本
の
三
大
民
謡
の
二
先
生
の
お
宅
を
本
拠
に
日
本
で
の
留
学
一
し
、
空
気
も
キ
レ
イ
で
景
色
弘
通
品
晴
ら

つ
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
唄
も
綿
一
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
o
将
来
、
弁
護
一
し
い
、
大
洗
、
大
好
き
、
大
好
き
J
V

と

り
も
非
常
に
む
ず
か
し
い
が
、
優
雅
な
一
士
号
志
望
す
る
デ
ビ
ッ
ト
君
、
仕
事
の
一
大
変
な
ほ
め
よ
う
。
海
の
好
き
な
デ
ビ

中
に
も
情
緒
が
あ
h
y
、
そ
れ
が
大
き
な
一
合
間
に
現
場
の
人
達
と
、
お
国
柄
の
違
一
ッ
ト
君
、
海
を
眺
め
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

魅
力
で
す
口
一
い
や
自
分
の
考
え
方
な
ど
を
中
心
に
、
一
と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
o

こ
の
研
究
会
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
一
片
言
の
日
本
語
で
な
ご
や
か
に
話
し
合
一
日
本
で
の
生
活
が
充
実
し
た
も
の
に

精
進
と
、
連
頭
祭
で
の
ご
成
功
を
期
待
一
い
交
流
ぞ
深
め
、
今
で
は
現
場
の
人
気
一
な
る
よ
う
、
陰
な
が
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
世
帯
で

o出
生

・

死

亡

(

死

亡

は

七

日

以

内

)

O
転

入

@

転

出

・

住

所

の

移

動

O
社
会
保
険
に
加
入
、
脱
退

な

ど

が

あ

っ

た

と

き

は

十
四
日
以
内
巴
届
出
を

お
芯
れ
な
く
/
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主人

フ目フグ

表

昭

山

昭

山

対

対

の

の

〉

」

〉

」

度

度
年

年

レ

ι

シ
」

度

度

隼
t

枠
T

二
月
一
行
よ
り
、
医
療
費
が
平
均
九
、
一
す
o
医

療

費

が

ふ

え

つ

づ

け

る

号

、

一

の

削

一

I

一
費

六

%

入

院

料

関

係

で

は

約

一

一

O

%

の

徳

一

保

険

税

も

限

り

な

く

上

昇

を

つ

づ

け

、

一

療

療

一

一

臣

匡

上
げ
に
な
り
ま
し
た
o
こ
の
値
上
げ
分
一
み
な
き
ん
の
負
担
が
ふ
え
る
こ
と
に
な
一
り

一

一

円

と
毎
年
自
然
に
ふ
え
る
白
笹
山
が
、
今
一
り
ま
す
o
五

十

二

一

年

度

の

保

険

税

は

、

一

一

地

万

日

泊

ま
で
に
な
い
十
八
%
と
い
う
巌
高
の
抽
出
一
平
均
で
四
六
%
程
値
上
げ
し
な
け
れ
一

1

1

加
率
を
示
し
て
お
h
y
、
こ
れ
と
今
回
の
一
ば
、
大
洗
町
国
民
健
康
保
険
は
正
常
な
一
急
に
倒
れ
た
り
、
激
痛
に
お
そ
わ
れ
た
一
切
で
す
が
、
病
気
に
負
け
な
い
体
力
づ
一
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
理
解
を
い
た
だ
き

値
上
分
を
合
せ
る
と
医
療
費
は
二
七
%
一
連
常
が
で
き
な
く
な
り
そ
う
で
す
。
一
時
な
ど
以
外
は
、
時
間
外
診
療
は
避
け
一
く
り
は
も
っ
と
大
切
で
す
o
最
近
は
、
一
た
い
と
思
い
ま
す
o

以
上
も
僧
加
と
な
り
、
保
険
税
を
五
一
一
一
し
か
し
、
平
均
四
六
%
の
値
上
げ
、
六
ふ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
o
ま
た
、
お
医
者
一
ど
こ
の
家
庭
に
も
自
家
用
車
が
あ
っ
一
③
国
民
年
金
の
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

年
度
に
引
続
き
引
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
一
な
る
'
F
1

皆
さ
ん
の
負
担
は
一
世
帯
当
一
さ
ん
や
次
か
ら
次
へ
と
変
え
る
こ
と
一
て
、
歩
く
こ
と
が
非
常
に
少
な
く
な
り
一
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
o

な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
o

一
り
平
均
十
一
万
一
一
一
千
円
涯
と
な
り
、
大
一
は
、
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
と
な
り
、
医
一
ま
し
た
o
つ
と
め
て
歩
く
よ
う
心
が
け
一
(
保
険
料
を
)
納
め
る
か
ら
(
年
金
が
)

何
故
、
こ
の
よ
う
に
医
療
費
が
年
々
一
き
な
重
圧
を
か
け
る
v

」
と
に
な
り
ま
す
一
療
費
は
二
倍
一
二
倍
に
ふ
え
て
き
ま
す
o

一
ま
し
ょ
う
o
歩
く
こ
と
は
、
誰
に
で
も
一
受
け
ら
れ
る
の
で
す
o

ふ
え
る
の
で
し
ょ
う
か
o
そ
れ
は
、
医
一
の
で
、
町
と
し
て
は
、
大
巾
引
上
げ
を
一
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
も
大
一
で
き
る
手
軽
な
体
力
づ
く
り
で
す
o

一
加
入
し
た
だ
け
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ

学

が

進

歩

し

、

高

度

の

検

査

や

治

療

法

一

出

来

る

だ

け

緩

和

す

る

た

め

、

町

よ

り

一

一

ん

o
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
、
怠
つ

が
健
康
保
険
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
一
国
保
会
計
ヘ
一
一
一
千
万
円
補
助
し
引
上
げ
一
四
月
か
ら
由
民
年
金
の
保
険
料
が
一
だ
り
し
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
年
金
も

っ

た

こ

と

、

老

人

医

療

費

が

、

お

年

寄

一

系

平

均

三

十

二

%

程

に

お

さ

え

る

よ

う

一

一

受

け

ら

れ

な

く

な

υま
す
。

り
は
難
し
い
病
気
を
い
ろ
い
ろ
抱
え
て
一
努
力
し
て
お
り
ま
す
o

一

二

、

七

二

一

O
円

に

な

り

ま

し

た

一

年

金

に

つ

い

て

ご

不

明

な

点

寄

り

い

る

の

で

、

一

般

の

人

の

五

倍

以

上

も

一

医

療

費

が

ふ

え

れ

ば

保

険

税

も

上

一

一

ま

し

た

ら

住

民

課

年

金

係

ヘ

、

ご

相

談

か
か
わ
J

多
額
に
な
る
こ
と
、
全
般
的
に
一
白
、
皆
さ
ん
の
負
担
も
ふ
え
て
ゆ
き
ま
一
国
民
年
金
は
、
歳
を
と
つ
だ
れ
J

、
障
一
九
・
問
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
一
下
さ
い
。

且
間
近
は
入
院
す
る
人
が
閉
え
て
き
て
お
一
す
か
ら
、
医
療
費
に
つ
い
て
関
心
を
も
一
害
者
に
な
っ
た

υ、
母

子

世

帯

に

な

っ

一

し

た

。

一

才

一

一

一

一

一

て

む

〉

}

立
入
院
の
医
療
費
が
昨
年
よ
り
一
一
一
割
一
ち
ま
し
ょ
う
。
一
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
所
得
が
な
く
な
一
と
こ
ろ
で
、
国
民
主
お
財
源
は
、
一
初

μγ
問

題
し
高
額
療
蓄
が
急
増
し
て
い
る
一
た
と
え
ば
、
平
日
か
か
る
の
令
官
一
っ
た
り
、
す
く
な
く
な
っ
た
人
員
土
加
入
者
の
保
険
料
品
の
負
担
に
よ
っ
一
切
丹
下
ち

こ
ミ
(
高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
病
一
及
び
深
夜
お
医
者
刊
号
」
ん
に
か
か
る
の
で
一
て
、
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
給
付
一
川

i
f
一一

一

戸

吋

一

ま

刃

年

率

。

a

$

c

r

-

4

1

1

・

院
へ
一
ヶ
月
間
自
己
負
担
額
金
二
万
九
一
は
、
医
療
費
が
相
当
違
い
ま
す
o
深
夜
、
一
所
得
の
保
障
害
う
こ
と
を
目
的
と
し
一
と
保
険
料
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
一
削
る
し
霊
十
一

千
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
、
三
万
一
休
日
の
時
間
外
診
療
は
、
車
料
金
が
一
て
い
ま
す
o

一

に

あ

り

ま

す

。

一

緒

輪

留

一

器

一

九
千
円
を
超
え
た
額
全
ア
ヶ
月
後
健
康
一
加
算
さ
れ
る
の
で
、
医
療
費
が
高
く
な
一
そ
の
た
め
に
、
国
民
年
金
で
は
物
価
一
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
保
一
市
み

f
l
y
iいい￥

保
険
が
世
帯
主
へ
払
戻
す
も
の
。
同
十
一
り
ま
す
o
普
通
の
病
気
な
ら
ば
、
な
ん
と
の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額
毒
事
三
険
料
の
額
の
引
き
上
げ
も
行
わ
れ
る
こ
一
砂
計
四
人
守
ん
〈

九
年
七
月
よ
り
実
施
)
そ
の
他
生
活
水
一
か
の
前
触
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
吉
一
い
わ
ゆ
る
か
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
。
が
採
一
と
に
な
り
、
同
月
か
ら
一
一
、
七
一
一
一
O
円
一
同
三
ぜ

1
J『

票
向
上
し
て
き
た
た
め
お
医
者
さ
ん
一
室
長
療
を
受
け
、
時
間
外
診
療
に
一
用
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
か
ら
は
一
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
一
一
引
十
九
、

に
か
か
る
人
が
ふ
え
た
こ
と
な
ど
が
、
一
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
一
物
価
が
前
年
度
に
比
べ
て
九
・
同
パ

l
一
あ
な
た
の
将
米
の
年
金
主
D
よ
く
一
餅

F

F

糟
加
の
主
な
原
因
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
一
日
頃
か
ら
十
分
注
意
し
て
い
れ
ば
、
一
セ
ン
ト
上
昇
し
た
た
め
、
年
金
額
が
一
す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
一
側
、

F
d
ピ

¥

'

/

五

月

末

に

は

こ

の

事

業

も

竣

工

す

る

こ

戦

傷

病

者

等

一

統

き

を

と

っ

て

王

c

ぃ

。

一

井

シ

丈

先

巷

少

止

是

と

こ

な

っ

て

苦

手

。

し

た

が

い

ま

の

妻

に

対

す

る

一

@

支

給

を

受

け

ら

れ

る

条

件

/
吋
/
d

コJ
d
z
d

平君

i

j

t

一

/

，

が

/

，

し

て

、

本

事

業

の

竣

工

程

海

岸

言

語

給

付

金

支

一

昭

和

同

十

九

年

遺

族

等

援

護

法

の

改

ヴ

併

)

工

事

の

状

況

に

つ

い

て

掃

を

徹

底

い

た

し

ま

し

て

、

き

れ

い

な

給

法

の

規

定

一

正

に

よ

り

、

昭

和

四

十

九

年

九

月

一

日

/
f
r
¥

海
岸
環
境
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
特
に
よ
っ
て
「
特
別
一
に
お
い
て
障
害
年
金
(
障
害
一
時
金
)

日
培
し
に
暖
か
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
一
こ
の
工
事
を
進
め
る
た
め
、
大
貫
の
一
海
水
浴
期
等
に
お
け
る
御
心
配
は
あ
り
給
付
金
の
支
給
一
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
旧
防
空

し
て
海
遊
び
も
盛
ん
に
な
る
季
節
と
な
一
海
岸
に
は
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が
沢
山
製
一
ま
せ
ん
の
で
、
念
の
た
め
お
知
ら
せ
い
を
受
け
る
こ
と
一
法
に
よ
る
防
空
に
従
事
中
の
戦
傷
病
者

り
ま
し
た
o
そ
こ
で
現
在
進
め
ら
れ
て
一
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
工
一
た
し
ま
す
o

が
で
き
る
者
の
一
(
警
防
団
医
療
従
事
者
)
は
昭
和
一
一
一
十

お
り
ま
す
砂
止
堤
工
事
の
状
況
や
、
お
一
事
に
全
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
y
、

一

請

求

期

限

が

本

一

八

年

同

月

一

一

け

に

お

い

て

当

該

年

金

を

知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
o

一

5
1
1
1
1
1
i
i
i
f
i
f
e
-
I
l
i
-
-
1
1

年
七
月
一
一
一
十
二
受
け
て
い
た
者
と
み
な
し
、
そ
の
委
に

昭

和

五

十

二

年

度

の

大

洗

港

整

備

事

一

民

生

委

員

に

け

で

満

了

し

ま

一

国

債

で

玉

万

円

(

た

だ

し

、

一

款

症

以

業
と
し
て
実
施
し
て
ま
い

υま
し

た

二

関

さ

ん

す

の

で

支

給

条

一

上

の

吉

一

O

万

円

)

の

特

別

給

付

金

大
貫
ブ
l
ル

下

よ

白

築

堤

し

て

お

り

ま

一

件

に

該

当

さ

れ

一

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

す
砂
止
堤
工
事
(
問
0
0
メ
ー
ト
ル
)
一
故
関
市
郎
氏
の
後
任
と
し
て
大
洗
町
一
生
委
日
児
議
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
る
方
で
ま
だ
請
一
詳
し
い
こ
1
f
ほ
役
場
厚
生
課
ま
た
は

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位
の
御
協
一
民
生
委
民
推
薦
会
(
委
員
長
間
山
第
之
一
し
だ
O

(

担
吋
区
域
髭
袋
町
二
・
一
二
固
求
手
続
き
の
す
一
茨
城
県
生
活
福
祉
部
老
人
媛
護
課
(
電

力
を
賜
わ
り
、
お
陰
様
に
て
着
実
に
進
一
助
)
に
お
い
て
推
薦
し
た
関
昭
一
郊
氏
一
間
氏
で
あ
り
ま
す
。
)
ん
で
い
な
い
方
一
話
。
二
九
二
(
て
二
八
一
一
一
内
線

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
o

一

は

去

る

一

一

月

十

八

日

陪

午

大

臣

よ

り

民

一

は

速

や

か

に

手

一

六

4

一
ニ
)
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

盟
主告
だ

j!;人

j!;人10 

しミらあおお第86号(3) 

戦傷病者等の妻に対する

特別給付金の請求権は

おすみですか 干1十

区分 51 年度 52 年度 自然増加率

入 一般 13，830円 17，660円 28%増

院 老人 99，579 132，148 33%憎

入 一般 18，317 20，070 10%増
[l;'f 
外 老人 72，257 78，872 9%増

t剖E一一 一般 2，931 3，189 9%増

科 老人 1，604 1，568 ム 2%減

歯入院外院入

。グラフ及ぴ対照表は 4月分-12月分までの医療

費(費用額)支払実績によるものです。

急
救
車
用
備
付
け

涯
療
器
具
を
寄
贈

大
洗
口

1
タ
り

f

e

フ

をを会
行 iill長大
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大
i先

イ
オ
ン
ズ
タ

ふ
八
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
青
木
功
一
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー

会
長
・
会
員
部
名
)
で
は
、
去
る
3
月
一
に
、
奉
仕
活
動
に
励
む
大
洗
ラ
イ
オ
ン

日
H
、
町
と
提
携
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
一
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
、
今
後
の
ご
活

で
、
一
変
の
献
血
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
躍
を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
保
健
福
祉
委
員
会

が
年
2
回
行
な
}
フ
子
定
の
第
1
回
目
の

運
動
で
、
横
断
然
・
立
看
板
e

ポ
ス
タ

ー
-
葉
書
に
よ
る
個
人
宛
案
内
通
知
・

宣
伝
車
な
ど
、
ク
ラ
ブ
員
の
奉
仕
に
よ

る
事
前
P
Rが
効
を
奏
し
、
ヨ
日
は
、

百
二
十
四
名
の
町
民
の
隠
さ
ん
が
献
血

運
動
に
ご
協
力
王
C

い
ま
し
た
o
私
た

ち
の
尊
い
生
命
ぞ

守
る
た
め
の
、
輸

血
用
血
液
の
需
用

は
、
年
々
怠
激
に

附
加
し
て
い
ま
す
o

同
ク
ラ
ブ
で
は
、

お
友
い
の
助
け
合

い
の
精
神
を
ふ
ま

え
、
こ
の
献
血
運

動
を
昭
和
但
年
か

ら
実
施
し
、
既
に

千
三
一
百
名
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得

て
い
ま
す
o
思
い

や
huの
あ
る
温
か

愛
の
献
車
運
動
を
実
施

町
で
は
、
住
策
境
を
整
備
す
る
た
め
一
名
に
よ
っ
て
各
区

に
、
各
積
事
業
ぞ
行
な
っ
て
い
ま
す
一
一
回
毎
に
抱
せ
ん
が

が
、
こ
の
た
び
、
そ
の
一
環
と
し
て
町
一
行
な
わ
れ
ま
し
た

有
地
に
住
宅
用
地
を
造
成
し
、
分
譲
を
一
が
、

5
区
画
に
つ

行

な

い

ま

し

た

。

一

い

て

は

希

望

者

が

分
譲
に
先
立
ち
、
町
内
各
一
戸
に
チ
ラ
一
そ
れ
ぞ
れ
1
名
づ

シ
壱
配
り
、
無
線
広
報
施
設
で
町
民
の
一
つ
な
の
で
無
拍
せ

皆
さ
ん
に
募
集
ぞ
呼
び
か
け
一
ま
し
た
。
一
ん
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
名
の
皆
さ
ん
が
応
募
さ
一
こ
の
結
果
、
間
区

れ
、
小
松
原
宅
造
処
分
に
関
す
る
審
議
一
画
の
宅
地
全
部
が

特
別
委
員
会
に
よ
る
資
格
審
査
で
、
日
一
分
譲
を
終
り
ま
し

名
の
方
が
不
受
窟
と
な
り
ま
し
た
o
抽
一
た
o
町
民
の
み
な

せ
ん
会
は
去
る
1
月
担
日
に
、
役
場

3
一
さ
ん
、
ご
協
力
有

階
会
議
室
で
開
か
れ
、
受
理
さ
れ
た
臼
一
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

h
y
米
、
パ
ン
、
め
ん
類
、
甘
い
も
の
、
製
品
の
う
ち
ク
リ
ー
ム
、
チ
ー
ズ
な
一

川

一

一

酒

類

な

ど

を

減

ら

す

こ

と

o

去
勢
多
い
肉
・
魚
、
砂
糖
、
主

苦
心
聾
第
二
は
一
一
局
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脂
肪
を
類
、
い
も
類
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
バ
ナ
ナ
・
一

メ

品

代

併

減

ら

す

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

o

柿
・
ぶ
ど
う
な
ど
甘
味
の
多
い
く
だ
一

の

慰

動

日

か

ら

だ

の

組

織

づ

く

り

の

役

目

を

も

の

、

菓

子

類

、

言

語

、

ア

ル

一

一

し

η
運
仁
は
た
す
タ
ン
パ
ク
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
コ

i
ル

飲

料

一

ら

ら

霊

ビ

タ

ミ

ン

類

は

減

ら

さ

ず

、

む

し

ろ

マ

食

べ

て

も

安

心

な

食

品

l
緑
一

…

く

か

期

多

目

に

し

ま

す

。

黄

野

菜

、

話

野

菜

、

甘

味

の

少

な

一

一

れ

一

一

語

、

食

事

の

回

数

は

一

口

三

回

い

く

だ

も

の

、

と

り

肉

、

肉

の

赤

身

、

一

事

-

」

を

守

る

ほ

う

が

効

果

的

で

す

o

一
食
魚
介
類
(
ま
ぐ
ろ
の
ト
ロ
や
さ
ん
ま
一

一
O
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
抜
い
た
と
い
う
安
心
感
か
ら
、
か
え
以
外
)
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
、
卵
、
豆
一

「
減
食
L

巻
原
則
と
し
ま
す
が
、
っ
て
食
べ
す
ぎ
る
傾
向
に
な
り
が
ち
腐
、
納
豆
、
海
草
類
な
戸
、
コ
l
ヒ
一

一
む
や
み
に
食
事
の
量
を
減
ら
せ
ば
よ
な
だ
め
で
す
o

ー
、
紅
茶
は
砂
糖
を
減
ら
す
o

a

-
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o

ま
た
、
減
食
の
か
落
と
し
穴
々
は
間
(
次
回
へ
つ
づ
く
)

一

健

康

号

、

体

力

を

低

下

さ

せ

ず

食

、

コ

ー

ヒ

ー

、

紅

茶

、

甘

味

飲

料

、

そ

)

払

い

一

一
一
に
減
ら
す
に
は
、
順
序
と
い
う
も
の
し
て
酒
類
で
す
o
b
糖、
J

や

ア

レ

コ

間

-JKW埼
玉
何
百
d
d
J
a

一

-

石

ノ

ノ

}

J

1

融
和
予
円
い
人
一
計
二

一

…

が

あ

り

ま

す

。

ー

ル

は

量

の

割

り

に

エ

ネ

ル

キ

I
カ

ー

:

弐

、

兵

三

嘩

河

一

二

第

A

に
、
体
内
で
脂
肪
に
変
え
ら
高
く
、
と
り
す
ぎ
に
な
り
が
ち
で
す
。
丈

dfku--上
ラ

窓

一

一
一
れ
て
震
さ
れ
や
す
い
壁
、
つ
ま
マ
減
ら
す
食
品

1
油

脂

類

、

乳

に

い

¥

凶

f鶴
一

小
松
原
分
譲
宅
地

抽
せ
ん
会
繰
る

戦没者慰霊祭

厳かに挙行される

去
る
3
月
お
日
、
西
福
寺
の
本
堂

で
、
護
口
の
箆
と
な
ら
れ
た
本
町
関
係

川
住
の
英
霊
の
御
霊
を
お
慰
め
す
る
被

岸
大
法
要
が
遺
族
、
関
係
者
参
列
の
も

ル
に
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
o

当
日
は
、
一
脊
と
は
い
え
、
小
雨
が
降

り
し
き
り
飢
寒
い
中
点
古
川
名
に
近
い
遺

族
や
関
係
者
の
方
々
が
出
席
し
、
続
経

が
静
か
に
響
き
わ
た
る
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
で
式
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
続
経

に
つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
遺
族
会
長
、

傷
疾
軍
人
会
長
、
町
長
、
知
事
ら
各
関

係
者
の
慰
霊
の
辞
で
は
、
遺
族
の
方
々

の
新
ら
た
な
一
涙
を
さ
そ
い
、
遺
族
ら
に

よ
っ
て
た
か
れ
た
香
が
周
囲
を
漂
よ

い
戦
没
者
の
命
福
を
祈
っ
て
お

D
ま

し
た
o



(4) 第86号し瓦

ド

F』
暢

新
年
度
予
算
の

編
成
方
針

加
藤
町
長
説
明
要
旨

昭
和
田
年
3
月

8
日
、
第
1
田
町
議
会
定
例
会
が

開
会
さ
れ
、
同
日
、
加
藤
町
長
か
ら
昭
和
田
年
度
施

政
に
関
す
る
万
針
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

要
己
円
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
住
み
よ
い
潟
境
の
中
で
住
民
相
互
一
実
は
き
び
し
く
、
私
た
ち
の
苦
心
は
こ
一

の
連
帯
感
を
一
一
局
め
な
が
ら
、
一
人
J

人
一
こ
に
あ
り
ま
す
o

一

の
健
康
と
安
全
を
守
り
、
ゆ
た
か
な
河
内
一
こ
の
た
び
、
年
度
聞
の
施
政
の
基
本
一
只
今
、
公
共
事
業
が
大
巾
に
伸
び
だ

し
を
築
い
て
行
く
o
」
地
域
づ
く
り
に
一
と
な
る
新
予
算
も
編
成
が
終
り
、
議
会
一
と
中
し
ま
し
た
が
、
私
達
が
年
々
推
進

対
す
る
こ
の
私
の
目
標
は
常
に
変
る
こ
一
に
上
回
開
し
、
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ぞ
一
し
て
き
だ
大
沈
潜
の
建
設
事
業
が
、
本

と
は
あ
り
ま
せ
ん
o
厘
念
と
い
う
も
の
一
得
る
訳
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
L
に
そ
一
年
度
は
昨
年
度
の
印
%
明
、
ロ
億
円
、
戸
一

は怯
H

遍
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
o

一
の
特
色
の
一
、
て
を
巾
し
述
べ
て
み
た
一
な
り
ま
し
た
o
こ
れ
は
主
と
し
て
漁
浴

一
三
一
葉
を
か
え
て
云
え
ば
、
こ
れ
は
人
一
い
と
思
い
ま
す
o

一
一
民
の
幣
備
の
た
め
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

聞

の

幸

せ

を

実

現

す

る

た

め

の

一

つ

の

一

一

り

今

後

、

並

行

し

て

港

湾

の

全

体

計

理
相
露
で
あ
り
、
国
主
も
町
も
章
一

ι者
紫

野

安

ぺ

一

画

室

め

て

付

ぎ

た

い

と

思

っ

て

い

ま

的
に
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
す

o

E

f

-

-

専

一

す

oま
た
、
次
代
ぞ
担
う
青
少
年
に
は

し
、
そ
の
手
法
、
手
段
と
い
う
も
の
は
一
本
年
度
予
防
は
令
円
に
去
っ
て
、
公
一
智
丙
の
み
な
ら
ず
、
体
内
の
他
全
な
発

こ
れ
と
異
な

υ、
生
き
て
い
る
社
会
即
一
共
事
業
ぞ
重
点
ん
ず
る
大
引
予
界
七
一
五
一
一
股
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
去
せ
ん
o
そ

ち
、
流
動
的
な
状
勢
に
常
に
対
応
し
二
え
ま
す
o
園
、
つ
ま
り
地
方
財
政
計
尚
一
こ
で
青
少
年
野
外
活
動
の
↓
回
収
の
胞
設

適
応
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
現
一
で
は
担
兆

3
千
億
円
で
前
年
度
よ
り

ω一
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
住

らあおお昭和53年4月25日

%
、
以
は

4
千
総
円
で
却
%
の
伸
び
で

あ
り
ま
す
o
こ
れ
は
現
在
、
技
が
国
が

的
問
し
て
い
る
深
刻
な
不
況
を
打
開
す

る
た
め
、
特
に
公
共
事
業
に
重
一
点
を
お

い
た
も
の
で
あ
り
去
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
町
の
令
般
会
計
の
新
ら
し
い
予
符

規
院
は
加
俗
3
下
4
肖
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
目
%
の
伸
び
に
な
っ
て
い
ま

す
o
し
か
し
、
前
年
度
予
符
の
中
に
は

町
付
墓
地
造
成
に
閲
す
る
使
用
料
及
び

経
費
5
千
万
円
、
小
松
原
住
宅
団
地
の

取引
M
費
及
び
売
却
代
1
伝

5
百
万
円
、

更
に
本
年
度
は
-
般
会
計
に
入
れ
て
か

ら
縦
出
す
こ
と
に
な
っ
た
桜
道
土
地
民

阿
税
理
事
業
の
公
共
事
業
に
関
す
る
国

防
支
出
金
及
び
地
方
債
等
、
両
年
度
予

芝
ぜ
比
較
す
る
場
合
に
は
操
作
す
べ
き

性
質
の
予
り
も
あ
り
ま
す
の
で
、
中
長
質

は
刊
日
・
6
%
の
伸
び
に
な
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

厳
し
い
現
実
に
対
応

設
の
予
り
も
計
v

ヒ
し
去
し
だ
。
こ
れ
は
↑
い
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
の

同
時
に
、
町
の
観
党
の
而
で
も
大
い
一
重
点
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
浄
水
場
と

に
役
江
つ
も
の
と
与
え
て
い
ま
す
o
次
一
回
附
浄
水
揚
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
下
品

に
民
業
の
尚
で
す
が
、
最
も
緊
急
な
課
一
し
、
水
量
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
に
な

題
と
し
て
減
反
問
題
が
あ
り
ま
す
o
-

一
り
ま
し
た
o
環
境
衛
生
問
題
で
は
、
し

次
産
業
で
あ
る
民
業
と
漁
業
は
町
の
基
一
尿
処
理
場
の
脱
自
主
装
置
の
予
符
を
つ
け

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
が
、
減
反
と
い
い
、
一
懸
定
の
解
決
に
努
め
、
火
葬
場
も
現
在

川
カ
イ
リ
の
問
題
と
い
い
、
誠
に
深
刻
一
の
火
葬
ー
か
が
著
し
く
損
傷
し
て
き
た
の

な
問
題
点
τ
抱
え
て
お
り
ま
す
o
町
で
一
で
、
新
ら
し
い

3
墓
の
無
臭
無
煙
の
泣

も
、
水
川
再
編
利
用
対
策
協
議
会
を
つ
一
代
か
と
併
せ
て
火
葬
か
僚
・
待
合
明
棟

く
り
真
剣
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
一
ぞ
継
続
字
以
来
で
住
乱
読
す
る
こ
と
に
な
り

菜
集
荷
所
の
住
設
を
は
じ
め
、
そ
の
対
一
ま
し
た
o
国
保
の
問
題
は
医
療
費
の
上

策
費
ぞ
計
上
し
ま
し
た
o
な
お
、
こ
の
一
昇
ル
受
診
率
の
附
加
に
よ
り
、
一
般
会

問
題
は
国
・
限
の
対
策
に
呼
応
し
て
対
一
計
か
ら
の
繰
入
金
ι
守
し
て
も
、
保
険
税

処
し
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
値
上
の
止
む
な
き
に
歪
り
ま
し
た
。

商
業
商
で
も
、
町
に
と
っ
て
は
じ
め
一
健
康
井
一
安
全
ぞ
守
る
と
い
う
目
標
の

て
の
ロ
ー
カ
ル
ス
ー
パ
ー
が
開
后
し
、
一
一
つ
と
し
て
、
昨
年
つ
く
り
ま
し
だ
常

そ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
o
町
一
備
消
防
の
急
救
活
動
は
、
発
足
以
来
大

で
も
金
沢
町
に
あ
る
町
有
地
を
駐
車
場
一
ぎ
な
成
川
市
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
今
年

主
し
て
活
用
し
そ
の
符
原
点
ぜ
委
託
し
た
一
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
中
に
、
リ
ハ
ビ
リ

り
、
街
路
灯
の
建
設
助
成
等
、
今
後
も
一
テ
l
シ
ョ
ン
(
機
能
回
復
)
の
砲
設
を
つ

商
工
会
と
密
接
に
連
繁
し
、
そ
の
娠
興
一
く
り
、
健
康
作
用
の
」
つ
ん
じ
て
充
実

を
闘
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
巻
図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
o
な
お
、
教

一
青
函
で
は
南
中
学
校
特
別
教
宅
棟
の
防

住
み
よ
い
環
境
を
一
音
改
造
に
併
せ
暖
同
施
設
工
事
ぞ
行
な

つ
く
る
た
め
一
ぃ
、
国
に
大
貫
小
学
校
の
尾
内
運
動
場

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
一
の
住
設
、
第
↓
中
学
校
日
間
内
運
動
場
の

た
め
、
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
に
密
着
一
補
修
工
事
、
加
え
て
懸
案
事
-
項
の
↓
つ

し
た
次
の
諸
事
業
を
行
な
い
ま
す
o

一
で
あ
っ
た
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
海
岸
に
設

町
付
住
宅
の
也
設
は
年
次
計
画
に
基
一
け
る
予
狩
も
計
上
し
、
ま
し
た
o

づ
き
、
既
に
百
七
十
戸
を
住
設
し
ま
し
一

r

一
将
来
に
向
っ
て

た
が
、
新
年
度
恒
に
、
松
ケ
丘
に
一
一
一
間
一

戸
の
住
宅
を
法
設
い
た
し
ま
す
。
一
こ
の
外
、
新
ら
し
い
町
づ
く
り
に
ど

道
路
は
特
に
、
生
活
道
路
・
民
道
等
‘
一
う
し
て
も
必
要
な
懸
案
の
事
業
が
あ
り

に
重
点
を
お
き
、
そ
の
排
水
・
舗
装
の
一
ま
す
o
中
央
公
民
館
の
述
設
、
幼
稚
園

幣
備
を
図
る
た
め
の
予
り
を
計
上
し
ま
一
の
設
置
、
ま
た
、
下
水
道
事
業
の
問
題

し
た
o
ま
た
、
日
常
午
活
に
欠
か
せ
な
一
も
そ
う
で
す
o
小
央
公
民
館
、
七
幼
彬
筒

総務費

534，993 
千円

18.2% 動

に
つ
い
て
は
場
所
や
規
模
の
問
題
も
あ
一
績
で
充
wー
す
る
こ
七
に
変
っ
た
か
ら
で

υま
す
の
で
、
今
年
中
に
調
査
例
措
九
点
ザ
一
す
o
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
償
還
氾
利
金

す
る
考
え
で
あ
り
去
す
o
ま
た
、
下
水
一
に
つ
い
て
は
交
付
税
の
需
要
領
に
符
入

道
に
つ
い
て
は
土
専
門
家
の
調
青
井
這
見
一
さ
れ
ま
す
の
で
、
%
質
的
に
は
町
の
負

を
ま
っ
て
方
針
壱
~
止
め
た
い
と
思
い
ま
一
担
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
世
附
置
さ
れ
て

す
が
、
七
り
あ
え
ず
桜
道
土
地
民
間
終
一
い
る
訳
け
で
す
o
従
っ
て
、
町
の
公
債

閉
山
事
業
と
の
関
連
で
、
勘
ト
堀
地
町
内
の
一
費
は
昨
年
度
よ
り
U
M
苅
別
加
し
安
し
た

町
山
市
下
水
路
幣
備
の
方
向
づ
け
を
す
る
一
が
、
標
準
財
政
規
制
問
か
ら
み
て
9
%
の

た
め
の
ち

J2許
と
し
ま
し
た
o

一
公
債
比
率
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
財
政
制

以
上
が
応
出
の
仁
い
な
も
の
で
す
が
、
一
度
に
お
け
る
起
債
運
用
上
の
規
制
は
岡
山

次
に
、
こ
れ
に
見
台
う
成
入
に
つ
い
て
一
準
財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の
割
合

少
こ
し
く
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
n
一
が
加
%
に
な
れ
ば
起
債
許
可
が
お
り
ず
、

一
日
%
に
な
れ
ば
注
怠
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て

一
い
ま
す
が
、
本
町
の
場
合
、
当
分
心
配

一
は
な
い
も
の
七
思
っ
て
い
ま
す
o

特別土地保有税11，004子円(0.9%)
軽自動車税 7，398千円(0.6%)
力、ス・鉱産・木材引取税 3千円(一 ) 

主

な

財

源

関
税
は
前
年
度
に
比
し
、
白
川
市
加
の
伸
一

び
壱
一
市
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
動
燃
事
業
一

団
の
一
高
速
実
験
炉
の
臨
界
に
よ
る
回
定
一
弦
で
、
新
年
度
予
符
ぞ
総
病
的
に
み

資
産
税
の
附
加
に
よ
る
も
の
で
す
o
こ
一
ま
す
と
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件

の
結
山
市
、
交
付
税
は
減
り
ま
し
た
が
、
一
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
総
計
は
予
符

こ
の
町
税
主
交
付
税
で
全
財
源
の
約
問
一
構
成
上
か
ら
み
る
ん
一
、
前
年
度
必
%
、

町
加
を
占
め
て
い
ま
す
o
こ
の
外
、
事
業
一
本
年
度
特
勿
と
ほ
ぼ
等
し
く
、
そ
の
う

に
伴
な
う
補
助
財
源
と
し
て
、
国
防
支
一
ち
人
件
費
だ
け
を
み
る
と
、
前
年
度
幻

出
金
が
約
U
%
と
前
年
度
と
同
様
で
す
一
%
、
本
年
度
鉛
%
と
や
L
下
廻
り
、
時
門

が
、
県
支
出
金
が
大
巾
に
伸
び
て
い
ま
一
通
建
設
事
業
は
上
廻
っ
て
お
り
、
均
衡

す
o
ま
た
、
今
年
度
の
特
色
と
し
て
は
一
は
と
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

話
収
入
が
前
年
度
よ
り
4
%
伸
び
て
い
一
た
U
、
今
後
注
怠
し
な
け
れ
ば
な
ら

ま
す
o
こ
れ
は
原
子
力
胞
設
か
ら
の
協
一
な
い
こ
し
〆
一
は
、
経
済
の
低
成
長
は
当
分

力
金
と
、
財
団
法
人
日
本
円
転
車
道
路
一
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
ぞ
認

協
会
か
ら
の
交
付
金
が
入
る
た
め
で
一
識
し
、
出
来
る
だ
け
消
費
的
経
費
壱
節

す
o
を
に
、
起
債
に
つ
い
て
は
前
年
度
一
約
す
る
」
方
、
財
源
の
健
保
に
努
め
な

に
比
L
大
巾
に
伸
び
て
い
ま
す
が
、
こ
一
が
ら
健
全
財
政
を
維
持
し
、
予
門
押
点
古
効

れ
は
従
来
、
し
父
付
税
需
要
額
に
算
入
ざ
一
率
的
に
執
行
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
と

れ
収
入
に
な
っ
て
い
た
、
例
え
ば
港
湾
一
思
っ
て
い
ま
す
o

負
担
金
、
町
内
両
税
理
事
業
、
義
務
教
育

費
等
が
全
部
公
付
税
か
ら
外
さ
れ
、
起

県支出金

109，830千円
(3.7%) 

地方交付税

178.434千円
(6.1%) 

国庫支出金

403.556千円
(13.8%) 

町債

365，400千円
(12.4%) 

町民税

282，922千円

(21.8%) 

間T 税

1，294，584千円
(44.1 %) 

諸収入

284，235千円
(9.7%) 

町税内訳

1，294，584千円
(100.0%) 

分担金及び負担金

40.775千円
( 1衡4%)

寄附金

60，250千円
(2.1%) 

固定資産税

780，239千円

(60.3%) 

財産収入・繰越金
娯楽施設利用税交付金
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金
地方譲与税・繰入金
140，038千円 (4.8%) 

使用料及び手数料

57，041千円
(1.9%) 



(5) 第86号 おおあらい 昭和53年4月25日

一般会計

2，934，143.千円

(2，553，533千円)

予算総額

4.849.481千円

(3，906，039千円)
( )内は前年

地方卸売市場冷凍冷蔵事業

58，422千円 (59，282千円)
農業共済事業

27，921千円 (22，618千円)

公平委員会

9，286千円 (8，295千円)

特別 ふ
冨 計

。国民健康保険事業 868，138千円 。地方卸売市場冷凍冷蔵事業 58，422千円

(歳入)国民健康保険税 321，893千円 (歳入)営業収益 57，022千円

国庫支出金 497，755千円 営業外収益 1，400千円

その他 48，490千円 (歳出)営業費用 41， 179千円

(歳出)保険給付費 835，436千円 営業外費用 6，055千円

総務費 29，097千円 その他 11， 188千円

その他 3，605千円

0桜道土地区画整理事業 485，810千円 0農業共済事業 27，921千円

(歳入)繰越金 381，408千円 (歳入)農作物共済勘定歳入 14，892千円

繰入金 96，000千円 家畜共済勘定歳入 2，206千円

諸収入 8，402千円 業務勘定歳入 10，823子円

(歳出)事務費 43，224千円 (歳出)農作物共消勘定歳出 14，892千円

工事費 329，510千円 家畜共済勘定歳出 2，206千円

予備費 113，076千円 業務勘定歳出 10，823子円

。水道事業 465，761千円 0公平委員会 9，286千円

(歳入)収益的収入 225，628千円 (歳入)分担金及び負担金 5，023千円

資本的収入 204，766千円 繰入金 3，363千円

その他 35，367千円 その他 900千円

(歳出)建設改良費 223，136千円 (歳出)総務費 9，236千円

営業費用 167，767千円 予備費 50千円

営業外費用 53，619千円

その他 21，239千円

…一…………一………………
主な事業と事業費

1 .産業の振興と基盤の確立 0公営住宅建設事業(34戸) 153，973千円
0農道整備事業 9，280千円 。町営火葬場建設事業(2ヶ年継続事業)48，822千円
0農地整備事業 7，750子円 0 消防防災体制整備事業 17，190千円
07)(田再編対策事業 7，694千円 。交通安全対策整備事業 7，885千円
。農業・漁業近代化利子補給金 7，222千円 0上水道整備事業 222，358千円
。大洗港建設事業 180，000千円 oUHF(民間テレビ中継局)設主主 7，000千円
0東光台国池整備事業 4，400千円

3 社会福社の充実と教育の向上
。駐車場及び公衆便所設置 2，814千円

0機能回復施設(リノ¥ビリテーション)事業 2，551千円
0 海水浴場環境整備事業 20，331千円

0公衆衛生事業 8，293i二円
2.生活環境の整備と推進 。老人医療・医療福祉 121，728千円
。怯道土地区画整理事業 485，810千円 。大賞小学校屋内運動場建設事業 95，655千円
0都市公園建設事業 15，400千円 0南中学校i坊音改造事業 66，253子円
(明神町地区・和鍋地区・中池地区) 。サイクリングセンター建設事業 180，417子円
0町道整備事業 50，000千円 o臨時町民グランド建設事業 5，250千円

頼関 zph 

/
議
吃
¥

費

問

閉

似

育

r
h」

r
L

』

V
A
Q
J

内/一

本
多
山
に
J

J

公債費

予備費

諸支出金

労働費

災害復旧費
170.198千円
5.8% 



ア
ッ
プ
率
二
・
四
%
1
二
・
六
%
一
部
よ
り
行
な
い
ま
す
)
一
大
洗
町
冷
凍
冷
蔵
事
業
特
別
会
計
補
一
給
与
及
び
報
酬
の
改
訂
に
伴
う
補
正
と
一
す
る
調
査
特
別
委
員
会
一
た
。
そ
の
結
果
、
同
セ
ン
タ
ー
は
青
少

大
洗
町
特
別
職
(
常
勤
)
の
給
与
、
一
専
決
処
分
事
項
の
承
認
一
正
予
算
(
第
一
一
一
号
)
一
緒
事
業
の
推
進
、
調
整
等
で
あ
れ
ツ
次
の
一
十
一
一
月
十
九
日
本
会
議
に
お
い
て
同
一
年
の
健
全
育
成
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
振
興

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
一
付
昭
和
五
十
二
年
度
大
洗
町
一
般
会
計
一
補
正
額
五
、

O
八
七
千
円
一
と
お
り
で
す
。
一
委
員
会
の
調
査
経
過
が
報
告
さ
れ
そ
の
一
を
図
る
目
的
に
即
し
、
あ
わ
せ
て
、
町

町
長
四
八
三
、

0
0
0
(
四
四
二
、
一
補
正
予
算
(
第
五
号
)
一
大
洗
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
一
農
業
媛
興
一
凹
一
万
。
由
民
道
整
備
二
一
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
o

一
の
観
光
開
発
の
拠
点
と
も
な
り
得
る
施

。00
)

助
役
一
一
一
七
五
、

0
0
0
一
補
正
額
八
、
七
四
四
千
円
。
台
風
十
一
正
予
算
(
第
二
号
)
一

0
0万
o
南
中
防
音
工
事
の
減
額
五
、
一
同
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
と
周
辺
整
一
設
で
あ
り
そ
の
成
果
は
充
分
期
待
で
き

(
三
四
二
一
、

0
0
0
)

収
入
役
一
一
一
一
一
一
一
一
号
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
関
係
費
一
補
正
額
二
O
七

千

円

一

四

O
四
万
o

一
中
グ
ラ
ン
ド
整
備
負
担
一
備
o
自
転
車
道
の
整
備
促
進
。
セ
ン
タ
一
る
も
の
で
あ
っ
て
全
委
員
一
致
を
も
っ

八、

0
0
0
2
一O
九、

0
0
0
)

一

ω桜
道
土
地
区
画
整
理
事
業
区
爾
街
路
一
大
洗
町
桜
道
土
地
区
画
怒
理
事
業
特
一
金
一
、
三
八
九
万
o
小
松
原
住
宅
団
地
一

l
建
設
補
助
金
と
運
常
管
理
の
問
題
。
一
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
賛

ア
ッ
プ
率
九
・
三
八
%
一
新
設
工
事
請
負
契
約
一
別
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)
一
取
得
費
追
加
一
一
一
、
一

O
八
万
o
東
光
台
一
旅
館
組
合
の
意
見
聴
取
等
を
検
討
し
一
成
し
ま
し
た
。

も

時

間

見

点

目

覚

詰

与

一

時

担

額

十

七

軒

目

一

繰

日

明

一

一

三

八

一

一

六

千

円

(

主

は

一

当

時

間

同

日

開

院

い

h
一

〔

一

般

質

問

〕

教
育
長
一
一
一
一
一
九
、

0
0
0
(
一二
O
一
二
街
路
新
設
巾
員
六
米
延
長
八
九
一
一
右
六
件
の
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
一
道
整
備
工
事
六
七
二
万
。
等
で
す
o

一
十
二
月
一
一
十
日
本
会
議
に
お
い
て
、
一

o
保

育

所

建

設

問

題

一

副

議

長

に

内

山

氏

一

補

正

予

算

(

第

七

号

)

0
0
0
)

一

米

巾

員

会

延

長

一

五

九

米

寸

和

ぺ

」

悶

1

1

1

1

1

!

l

l

i

一
九
名
の
議
員
か
ら
思
議
に
わ
た
D
一

。

老

人

館

連

設

問

題

一

前

霊

長

署

長

官

一

補

正

額

二

、

二

三

八

千

円

大
洗
町
職
員
の
特
殊
勤
務
正
当
に
関
一
工
期
五
十
二
年
十
二
月
八
日
j
五
一
ー
ー
い
門
川
l
i
-
-
H
同
l
l
I
l
l
i
-
-
-
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
i
一
一
般
質
問
が
あ
D
町
長
及
び
執
行
部
と
一

o
斉
場
建
設
問
題
一
理
由
に
よ
り
副
議
長
を
辞
職
さ
れ
ま
し
一
補
欠
選
挙
費
を
補
正
。

す
る
条
例
の
一
部
改
正
一
士
二
年
一
一
一
月
二
十
五
日
一
老
令
者
医
療
保
障
に
関
す
る
抜
本
改
一
財
政
破
だ
ん
を
救
う
た
め
国
に
於
て
、
一
の
闘
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
o

一
o
舟
渡
地
区
町
道
舗
装
問
題
一
た
の
で
、
後
任
を
決
め
る
た
め
選
挙
を
一

河

快

比

崎

犠

濠

は

内

容

従

耳

目

日

間

ド

日

現

時

れ

一

マ

問

問

路

内

日

刊

誌

昨

内

の

道

一

革

諮

問

医

療

費

震

化

支

口

老

令

一

時

特

許

崎

市

障

の

抜

本

的

一

一

日

目

下

町

昨

日

と

童

公

園

一

。

時

諮

問

と

五

十

一

一

一

草

算

編

一

H
A日揺
れ

は

い

二

時

間

推

す

拝

金

大
洗
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
一
(
同
%
)
二
回
に
つ
き
一
二
十
日
円
以
内
と
定
め
だ
。
一
路
十
八
路
線
を
町
道
と
し
て
認
定
す
る
一
化
現
象
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
事
業
の
一
一
。
町
道
六
号
、
同
十
九
号
の
排
水
環
境
一

o
桜
道
都
市
計
画
区
域
の
行
政
取
扱
い
一
氏
名
内
山
光
正
一
一
庫
制
度
を
発
展
的
に
解
消
し
、
自
治
志

の
ト
時
一
一
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
一

J
d比一
一

1

0

一
O
円

一

諮

問

問

時

比

五

繋

一

戸

評

判

開

明

の

一

部

に

〔

骨

骨

閣

閣

官

円

H
H
U。
伊

料

試

験

炉

の

ガ

ス

君

事

故

一

。

明

書

振

興

の

た

め

の

諸

施

策

に

一

臨

時

一

一

町

一

一

四

日

一

は

わ

駐

日

開

設

時

と
も
な
い
国
家
公
務
員
の
給
与
引
上
げ
一
一
〉
初
任
給
高
率
八
五
、

0
0
0
(七
一
区
域
を
定
め
て
い
る
現
状
か
ら
発
生
す
一
昭
和
五
十
二
年
度
各
会
計
補
正
予
算
一
小
松
原
宅
造
処
分
に
関
す
る
審
議
特
一
な
る
区
画
の
価
格
問
題
。
分
壌
申
込
者
一
(
十
二
月
十
四
日
発
生
)
の
問
題
一
つ
い
て
一
一
は
か
る
べ
く
株
式
会
社
常
陽
銀
行
ぞ
同

に
準
じ
同
年
四
月
一
日
か
ら
町
職
員
の
一
九
、
七
0
0
)

大
学
卒
一

O
問
、
八
一
る
税
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
だ
め
改
正
一
大
洗
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
六
一
別
委
員
会
一
の
資
格
、
審
査
、
基
準
等
の
検
討
。
継
一

o

一
中
及
び
祝
町
小
の
敷
地
、
境
界
F
一
o
農

政

推

進

に

対

す

る

町

の

対

応

に

つ

一

『

¥

宗

一

機

関

に

指

定

し

た

o

給
与
を
改
訂
し
た
o
今
回
の
改
訂
に
要
一

0
0
(九
七
、
九
O
O
)

一
し
た
o

一

号

)

聖

額

六

主

一

一

一

一

一

一

千

円

一

十

二

月

十

九

日

本

会

議

に

お

い

て

同

一

続

審

査

の

件

。

一

一

題

一

い

て

一

i…
関

/

¥

乙

誠

一

し
た
補
正
額
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
一
大
洗
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
、
費
用
一
大
洗
町
火
災
予
妨
条
例
の
全
部
を
改
一
大
洗
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
一
特
別
委
員
会
の
審
議
経
過
が
報
告
さ
れ
一
な
お
、
去
る
一
月
二
十
四
日
間
委
員
一

o
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
一

o
道

路

、

下
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、

住

宅

問

題

一

約

関

ト

際

感

閣

一

会

議

の

状

況

あ
わ
せ
て
四
回
、
九
O
O
千
円
で
あ
一
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
玉
す
る
条
例
王
予
算
(
第
二
号
)
一
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
会
立
会
の
も
と
護
に
お
い
て
公
正
な
一

o
教
育
施
設
(
プ
l
ル
建
設
等
)
に
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o
就

学

援
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制

度

に
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い
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一

離

盤

機

瀦
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戦

即
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会
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日

る
。
(
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下
(
)
内
は
改
訂
前
の
額
)
一
議
長
二
二
五
、

0
0
0
(
一
二
三
一
昭
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十
三
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制
定
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火
災
予
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禰
正
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一
一
二
八
八
二
千
円
一
分
壌
処
分
区
画
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決
定
十
九
区
一
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拍
せ
ん
会
が
行
わ
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十
九
区
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全
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い
て
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o
町
立
幼
稚
園
設
由
間
口
つ
い
て
一

i
i露
警

報

喝

一

出

席

議

員

十

九

名

マ
給
与
引
上
額
国
家
公
務
員
月
額
平
一

0
0
0
)

副
議
長
一
一
一
五
、

0
0
0
一
条
例
の
全
文
ぞ
消
防
法
改
正
に
伴
い
県
一
大
洗
町
水
道
事
業
会
計
補
疋
予
算
一
画
。
分
壌
価
格
坪
平
均
一

O
同
千
一
の
処
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決
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し
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し
た
o

一
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町
職
員
の
研
修
、
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導
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教
育
に
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一

o
町日山
1
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、
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央

公
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建

一

一
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席

議

員

五

名

均
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一
、

0
0
五
円
(
六
九
・
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%
)
一
(
一
二

1
0
0
0
)
議

員

二

七

二

消

防

防

災

課

の

指

示

に

よ

り

改

正

し

一

(

第

一

一

号

)

一

円

。

一

地

せ

ん

者

総

数

五

十

一

名

一

い

て

一

設

計

画

に

つ

い

て

一

専

決

処

分

事

項

の

承

認

一

傍

聴

人

無

し

町
職
員
月
額
平
均
一

o、
O
三
七
円
一

0
0
0
2
0五、

0
0
0
)

一た
0

(

一
般
家
庭
留
意
事
項
は
消
防
本
一
補
正
額
四
、
一
四
二
千
円
一
宅
地
条
件
(
日
照
、
道
路
世
帯
)
の
異
一
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
一

o
公

民

館

建

設

問

題

一

o
堀
割
船
だ
ま
り
の
整
備
問
題
一
昭
和
五
十
二
年
度
大
洗
町
一
般
会
計
一

2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
z
z
2
2
2
m
u
z
z
z
z
z
m
m
m勿
2
2
2
2
2
2
Z
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
Z
Z
Z
2
2
2
2
2
Z
Z
2
2
2
2
i

予
算
四
億
八
、
五
八
一
万
円
一
定
事
項
の
た
め
条
例
よ
り
削
除
し
た
。
一
内
山
光
正
、
有
田
己
義
、
茂
木
隆
樹
、
一
委
嘱
に
同
意
し
た
。
一
名
儀
変
更
が
で
き
ず
現
在
に
至
っ
て
い
一
重
に
調
室
研
究
し
名
儀
開
題
等
の
解
決
一
党
宣
伝
、
商
工
会
助
成
等
を
予
算
化
し

o
農

業

共

済

事

業

特

別

会

計

予

算

一

し

た

が

っ

て

、

問

手

数

料

五

十

円

が

百

一

関

恨

喜

衛

門

、

関

根

己

之

吉

、

大

賞

寛

一

一

る
o
当
組
合
田
仕
事
と
協
議
し
た
結
果
、
一
を
図
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
o

一
積
極
的
に
経
営
指
導
等
の
強
化
を
図
っ

二

、

七

九

二

万

円

一

円

と

な

る

。

一

彦

1

米
川
竜
、
今
泉
喜
一
、
矢
作
貞
一
常
任
委
員
会
の
異
動
一
本
年
は
、
法
人
化
に
む
か
つ
て
、
ど
の
一
町
と
し
て
も
同
組
合
の
意
向
が
明
ら
一
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

0

公

平

委

員

会

特

別

会

計

予

算

一

一

明

、

以

上

九

氏

の

委

賜

に

同

意

し

た

o

一
o
総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
内
山
光
一
よ
う
な
認
可
団
体
、
あ
る
い
は
民
法
上
一
か
な
の
で
積
極
的
な
行
政
指
導
を
し
て
一
今
後
の
大
型
厨
進
出
の
懸
念
は
、
県

九

二

八

万

円

一

大

洗

町

行

政

財

産

の

使

用

料

徴

収

条

一

一

一

止

氏

の

辞

任

に

よ

D
、
後
任
の
副
委
員
一
の
ど
の
よ
う
な
法
人
設
立
が
適
当
か
慎
一
ゆ
き
た
い
。
一
の
大
規
模
小
売
底
特
別
対
策
指
導
要
項

※

予

算

の

詳

し

い

内

容

は

本

町

報

に

一

例

の

一

部

改

正

一

農

業

霊

童

書

評

価

会

委

員

の

一

長

志

望

一

郎

氏

が

就

任

し

た

。

一

進

出

ス

ー

パ

ー

小

売

唐

に

多

大

の

影

響

一

筆

検

討

し

対

処

し

て

ゆ

く

o
芝
、

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
o

一

県

子

政

財

産

の

同

条

例

改

正

こ

襲

じ

一

委

嘱

一

o
経

済

常

任

委

員

会

委

員

長

菅

原

弥

氏

一

一

協

力

金

問

題

は

こ

れ

か

ム

諸

国

し

あ

い

を

一
町
条
?
改
正
し
た
O

(

売

民

震

一

大

山

昇

、

石

田

望

書

雪

一

の

辞

任

に

よ

り

、

後

任

の

委

員

長

に

深

一

「

商

工

会

の

指

導

強

化

を

助

成

」

一

も

ち

実

現

で

き

れ

ば

行

な

っ

て

ゆ

き

た

関
係
が
適
用
と
な
る
)
一
井
上
議
、
高
須
忠
雄
、
大
川
喜
一
、
一
作
重
一
雄
氏
及
び
副
委
員
長
に
須
田
虎
男
一
一
質
問
当
町
に
二
つ
の
大
型
ス
ー
パ
ー
一
実
際
に
予
想
し
て
い
た
以
上
に
深
刻
な
一
い
と
考
え
て
い
る
。

藤
沼
芳
夫
、
行
崎
七
郎
、
以
上
八
氏
の
一
氏
が
就
任
し
た
o

一
一
が
進
出
し
、
各
小
売
庖
が
大
き
な
影
響
一
影
響
が
現
わ
れ
て
い
る
。
一
(
税
務
課
長
)
一
屈
は
建
物
資
産
税

L
ζ

を
受
け
事
態
は
深
刻
で
あ
る
o

町
は
ス
一
消
費
者
の
立
場
、
小
売
后
の
立
場
と
一
と
し
て
約
八
七
万
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー

尚
苅

i
パ
l
対
策
と
し
て
商
工
会
、
商
庖
等
一
一
一
面
性
を
も
っ
た
問
題
で
あ
り
1

町
と
一
は
分
割
法
人
な
の
で
そ
の
他
の
税
収
が

を
ど
う
指
導
し
、
こ
の
難
関
を
打
開
し
一
し
て
も
港
湾
整
備
促
進
と
あ
わ
せ
て
金
一
判
明
す
る
の
は
来
年
に
な
る
。

て
ゆ
く
の
か
諸
方
策
を
伺
い
た
い
。
一
沢
町
駐
車
場
の
設
箇
、
街
灯
助
成
、
観

将
来
、
再
度
大
型
庖
進
出
の
お
そ
れ

に
対
し
行
政
と
し
て
歯
止
め
策
は
で
き

な
い
も
の
か
o

ま
た
、
税
政
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
及
び
行
政
コ
ス
ト
(
先
行
投
資

し
た
町
の
公
共
事
業
)
に
み
あ
う
協
力

金
(
使
途
は
商
工
振
興
)
的
な
も
の
は

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

(6) 第86号

十

一
月
定
例
会

職
員
の
給
与
改
訂
等
を
審
議

十
二
月
大
洗
町
議
会
定
例
会
は
、
去
る
十
二
月
十

九
日
、
二
十
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
一
般
臓
の

職
員
及
び
特
別
職
の
職
員
の
給
与
、
報
酬
等
の
改
正

条
例
並
び
補
正
予
算
等
十
六
件
を
審
議
し
、
続
い
て

町
政
全
般
に
お
よ
ぶ
二
十
二
件
の
問
題
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

し五らあお

一一一
月
定
例
会

昭
和
五
十
三
年
第
一
回
大
洗
町
議
会
定
例
会
は
、

三
月
八
日
か
ら
十
七
日
迄
の
十
日
間
の
会
期
を
も
っ

て
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
関
係
を
中
心
に
4

議
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
o

お

八
日
。
五
十
二
年
度
補
正
予
算
等
六
件

や
審
議
し
可
決
し
た
。
続
い
て
、
五
十

士
一
年
度
予
算
及
び
改
正
条
例
の
提
案
が

あれ
U

町
長
施
政
方
針
説
明
を
行
な
う
o

九
日
。
五
十
一
一
一
年
度
予
算
及
び
改
正
条

例
の
総
括
質
疑
の
の
ち
、
全
議
案
を
各

担
当
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
。

十
日
j
十
四
日
。
総
務
、
教
育
民
生
、

経
済
、
建
設
の
各
常
任
委
員
会
ぞ
開
催

し
詳
細
審
議
を
行
な
}
コ
。

十
六
日
。
各
常
任
委
員
長
よ
り
審
議
結

果
の
報
告
が
な
さ
れ
、
全
議
案
原
案
可

決
す
る
o

一
般
質
問
(
九
議
員
)

十
七
日
。
一
般
質
問
(
同
議
員
)

閉
会

可
決
し
た
議
案
と
内
容

昭
和
五
十
二
年
度
関
係

。
大
洗
町
一
般
会
計
補
正
予
算

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

。
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

O

冷
凍
冷
蔵
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

。
大
洗
町
公
開
園
墓
地
の
設
置
符
理
条
例
の

一
部
改
正
(
新
し
く
毒
し
た
墓
地
一
一
一

三
七
区
画
の
追
加
波
び
、
従
来
の
墓

地
等
級
に
つ
い
て
も
均
衡
を
保
つ
た

め
適
正
価
格
に
改
正
し
た
。
)
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R 、」

昭
和
五
十
三
年
度
予
算
関
係

。
一
般
会
計
予
算

一
一
十
九
億
三
、
問
一
四
万
円

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

八
億
六
、
八
一
三
万
円

。
水
道
事
業
会
計
予
算

四
億
六
、
冗
七
六
万
円

。
冷
凍
冷
蔵
事
業
特
別
会
計
予
算

五
、
八
問
二
万
円

。
桜
道
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

改
正
条
間
関
係

大
洗
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

ご
み
焼
却
場
と
火
葬
業
務
に
従
事
す

る
脚
職
員
五
人
及
び
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
う
身
体
不
自
由
者
の
機
能
快
復
訓
練

に
従
事
す
る
職
員
一
名
を
僧
員
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
当
町
職
員
定
数
は
一
一
一
一
一
一
五

人
と
な
る
。

大
洗
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
等
の
一
部
改
正

町
の
七
十
職
種
に
わ
た
る
特
別
職
の

職
員
の
報
酬
を
約
七
%
引
き
上
げ
た
o

町
内
会
長
、
納
税
組
合
長
、
昨
日
長
、
年

額
一
六
、
五
0
0円
(
前
一
五
、
五
0
0

円
)
と
な
る
。

大
洗
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
転
出
証
明
書
交
付
手
数
料
は
政
令
規

主人
上

十

f牛

出
席
議
員

欠
席
議
員

傍
聴
人

二
十
一
名
三
名
無
し

会
議
の
状
況

本
会
議
二
日
間

副|月

警|臨

事l時
を|宮
1T 
な

本
年
二
月
八
H
大
洗
町
議
会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、

副
議
長
選
挙
及
び
二
件
の
議
案
ぞ
審
議
し
ま
し
た
。

参
議
院

大
洗
町
幼
稚
園
保
育
料
、
入
園
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

他
町
村
と
の
均
衡
を
は
か
り
、
保
育

料
月
額
一
一
、

0
0
0円
ぞ
三
、

0
0
0

円
に
、
入
園
料
一
、

0
0
0円
を
一
一
、

0
0
0円
に
改
め
た
o

)
の
問
題
は
長
い

f回目、

開

質

本
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
一
二
月
十
六
・
十
七
日

の
二
日
聞
に
わ
た
り
、
腐
工
同
盟
興
、
農
業
、
水
産
、

道
路
、
鉄
道
、
保
育
所
、
水
道
、
都
市
計
画
等
、
町

政
全
般
に
つ
い
て
十
一
一
一
名
の
議
員
に
よ
っ
て
展
開
さ

れ
、
町
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
o
概
要
で
は
あ

り
ま
す
が
そ
の
一
部
ぞ
報
告
い
た
し
ま
す
。

二
葉
町
道
路
拡
幅
問
題

「

や

む

を

得

ず

舗

装

を

先

に

」

質
問
昭
和
三
十
二
年
二
葉
町
道
路
工
一
期
間
が
か
か
っ
て
い
る
o
拡
幅
し
て
か
ら

事
の
際
、
県
道
と
の
取
付
部
分
六
十
六
一
舗
装
す
る
事
で
努
力
は
し
た
が
、
地
権

坪
を
寄
附
し
た
地
主
に
対
し
町
は
そ
の
一
者
問
題
が
あ
り
い
ろ
い
ろ
の
経
過
を
経

み
か
え
り
と
し
て
両
道
路
の
拡
幅
を
約
一
て
最
終
的
に
は
舗
装
を
先
に
行
な
う
結

束
し
た
。
こ
の
為
町
は
拡
幅
に
大
変
努
一
巣
と
な
っ
た
o
行
政
範
囲
の
限
界
や
感

答
弁
(
町
長
)
自
由
経
済
の
原
則
で
一
力
し
た
が
他
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
一
じ
た
問
題
で
あ
り
、
更
に
解
決
の
た
め

行
政
を
も
っ
て
し
で
も
ス
ー
パ
ー
進
出
一
こ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
寄
附
し
た
地
一
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
o
な
お
、
地
主

を
ス
ト
ッ
プ
す
る
事
は
出
来
な
い
状
況
一
主
に
報
い
る
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
一
と
お
会
い
し
了
解
を
得
た
い
と
考
え
て

で
あ
る
o
で
き
る
だ
け
影
響
や
少
な
く
一
て
い
る
か
伺
い
た
い
。
一
い
る
。

す
る
た
め
、
町
商
調
協
議
会
が
幾
度
と
一

な
く
会
議
を
一
軍
一
ね
今
日
に
至
っ
た
が
、
一
答
弁
(
町
長
)

大
洗
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

法
改
正
に
伴
い
補
償
内
容
の
充
実
を

図
っ
た
。

買
受
人
組
合
の
土
地
名
儀
問
題

「

解

決

の

た

め

法

人

化

努

力

」

人
事
案
件

質
問
防
は
港
湾
内
埋
立
地
一
八
一
坪

を
地
方
卸
売
市
場
賞
受
人
組
合
に
払
下

げ
し
た
が
、
未
だ
名
儀
を
変
更
し
て
い

な
い
。
組
合
員
の
中
に
は
不
安
感
を
も

っ
て
い
る
者
も
あ
り
、
ま
た
、
町
で
も

闘
定
資
産
税
を
諜
税
し
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
行
政
指
導
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

固
定
資
産
評
価
審
資
委
員
の
選
任

大
川
啓
茂
氏
(
神
山
町
九
一
己
番

地
)
の
選
任
に
同
意
し
た
o

答
弁
(
経
済
課
長
)
当
買
受
人
組
合

に
つ
い
て
は
、
揖
個
々
研
究
し
た
が
現
行

法
の
制
度
上
で
は
合
法
的
な
法
人
団
体

と
し
て
の
形
成
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め

農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委
員
の

委
嘱
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質
問
今
秋
行
な
わ
れ
る
町
長
選
挙
に

加
藤
町
長
は
立
候
補
す
る
決
断
を
さ
れ

た
か
ど
う
か
。

町
政
を
菌
乱
さ
せ
た
く
な
い
為
あ
え

て
伺
う
。 町

長
選
挙
出
馬
は

「

六

月

ま

で

に

態

度

表

明

」

答
弁
(
町
長
)
私
自
身
の
以
後
四
年

間
の
健
康
問
題
、
諸
般
の
情
勢
等
を
考

え
今
は
ま
だ
結
論
点
ど
出
し
て
い
な
い
。

い
つ
ま
で
も
心
配
か
け
て
は
申
し
訳
な

い
こ
と
で
あ
り
六
月
ま
で
に
は
態
度
を

表
明
す
る
考
え
で
あ
る
。

空
地
に
繁
茂
す
る
迷
惑
な
雑
草

「

実

態

を

調

査

す

る

」

質
問
町
内
い
た
る
処
の
空
地
は
、
雑

草
が
茂
り
、
枯
れ
火
災
ま
た
は
防
犯
上

危
険
な
ま
ま
長
い
開
放
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
附
近
住
民
は
快
適
で

あ
る
べ
き
生
活
環
境
を
常
に
お
ぴ
や
か

さ
れ
図
っ
て
い
る
実
情
で
あ
る
。

町
は
、
早
急
に
条
例
等
を
検
討
し
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

町

Lミ

震
間
当
町
は
本
年
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
減
反
転
作
割
当
が
あ
っ
た
。
し
か

も
年
次
こ
の
函
積
は
増
加
し
て
ゆ
く
、

こ
の
た
め
農
業
生
産
者
は
、
物
心
両
面

に
わ
た
り
多
大
の
犠
性
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。

町
と
し
て
目
下
す
す
め
て
い
る
生
産

調
整
に
対
す
る
諸
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
空
地
の
管
理
は
非
常

に
む
ず
か
し
く
ど
こ
の
町
村
で
も
閑
つ

日
に
い
る
問
題
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
決
め

手
が
な
く
、
草
刈
条
例
を
つ
く
れ
対
策

に
当
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
実
際
の

執
行
部
で
行
き
詰
り
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

最
高
慶
一
海
に
野
火
が
発
生
}
し
、
常

設
消
防
タ
ン
ク
車
が
活
躍
し
て
事
無
き

を
得
た
こ
と
も
あ
り
、
本
問
題
に
つ
い

て
は
、
実
態
調
査
を
命
じ
、
情
報
検
討

の
う
え
対
策
を
考
え
た
い
と
思
う
o

減
反
転
作
問
題
の
対
ノ
策

「

大

巾

予

算

と

水

田

再

編

対

協

を

設

置

し

促

進

」

らあおお

答
弁
(
町
長
)
町
で
は
、
各
自
閣
の
農

業
関
係
代
表
者
十
三
名
か
ら
な
る
水
田

再
編
対
策
協
議
会
を
結
成
し
活
動
を
は

じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
五
十
一
二
年
度
予

第 86号(7) 

算
で
は
こ
れ
ら
の
対
策
に
、
七
百
六
十

九
万
円
を
計
上
し
、
農
政
推
進
に
懸
命

な
る
努
力
を
し
て
い
る
。

(
経
済
諜
長
)
水
臼
再
編
対
策
関
係

の
予
算
は
次
の
と
お
hu
で
あ
る
。

水
田
再
編
対
策
推
進
事
業
助
成
一
一
一
一
一
O

万
円
。
同
事
務
処
理
助
成
五
O
万
円
。

同
協
議
会
助
成
三
O
万
円
。
大
震
土
地

改
良
区
用
排
水
整
備
補
助
一
六

O
万

円
。
各
土
地
改
良
区
水
利
費
助
成
一
一
一

八
万
円
。
基
盤
整
備
研
究
会
助
成
五
O

万
円
。
農
業
空
中
散
布
事
業
助
成
一
一
一
一

万
円
。

議金の博聴

町議会の模様を自分の自で見，確かめることは，

町政を知るうえで最もよい方法です。

今，町ではどの様な問題が起っているのか。また，

皆さんの選んだ議員の正しい活動を理解するために

も，ぜひ議会を傍聴しましょう。

※次の定例議会は 6月です。

大
洗
駅
の
規
模
と
事
業
の
進
捗

「
駅
は
設
計
中
、
秋
に
は
酒
沼
川
鉄
橋
も
着
工
」

質
問
は
じ
め
に
釘
は
、
鹿
島
線
工
事
一
中
で
あ
る
o

の
た
め
祖
先
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
大
一
大
洗
駅
は
、
鹿
島
線
随
一
の
允
派
な

切
な
土
地
を
、
町
の
発
展
と
町
民
の
福
一
駅
で
、
東
京
か
ら
大
洗
ま
で
急
行
が
入

剥
を
得
る
た
め
な
ら
犠
性
を
も
か
え
り
一
る
o
ま
た
、
一
臼
二
十
本
位
運
行
し
た

み
ず
協
力
さ
れ
た
地
主
各
位
の
気
持
を
一
い
と
の
事
で
あ
る
。
大
洗
駅
の
デ
ザ
イ

十
分
お
考
え
下
さ
れ
ん
事
を
願
う
も
の
一
ン
規
模
等
は
現
在
設
計
中
で
あ
り
、
そ

で

あ

る

。

一

の

内

符

に

つ

い

て

は

公

団

側

と

協

議

す

次
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
一
る
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
へ
明
示
一
質
問
勤
勉
で
共
働
き
の
多
い
当
町
で

て
酒
沼
駅
は
近
く
発
注
さ
れ
る
と
関
一
さ
れ
た
段
階
で
議
会
と
相
談
す
る
o

一
今
、
防
民
が
一
番
望
ん
で
い
る
事
は
、

く
が
、
工
事
の
為
同
駅
に
進
入
す
る
道
一
釈
の
汚
排
水
は
、
完
全
な
処
用
施
設
一
昼
休
み
に
も
窓
口
事
務
を
行
っ
て
も
ら

路
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
o

一
巻
設
置
し
て
も
ら
う
考
え
で
い
る
o
商
一
う
こ
と
だ
と
思
う
o
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

一
、
大
洗
釈
の
規
模
は
、
ど
の
位
の
乗
一
工
振
興
の
た
め
、
駅
周
辺
懇
備
、
駅
前
一
撤
す
る
公
務
員
と
し
て
な
ぜ
そ
れ
が
出

降
客
数
及
び
連
結
車
鞠
台
数
を
想
定
し
一
広
場
、
商
出
口
街
、
海
岸
へ
通
ず
る
道
路
一
来
な
い
の
か
。
近
隣
市
町
村
で
は
問
題

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
駅
の
中
に
商
庖
一
等
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
る
。
一

会
が
入
る
撃
が
町
商
工
振
興
に
つ
な
が
一
用
地
売
収
は
、
関
係
者
の
ご
努
力
に
一

る
と
思
う
o
そ
の
構
想
は
あ
る
か
o

一
よ
り
夏
海
、
大
賞
と
も
百
%
完
了
し
感
一

一
、
大
洗
駅
の
汚
排
水
が
一
臼
三
十
一
一
謝
す
る
o
澗
沼
川
鉄
橋
は
、
大
澗
沼
漁
一

ト
ン
と
聞
く
が
そ
の
処
理
方
法
、
並
び
一
協
と
話
し
合
い
を
続
け
て
お
り
秋
頃
ま

事
業
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
一
で
に
は
着
工
し
、
一
年
で
完
成
す
る
予

一
定
で
あ
る
o
大
貫
地
区
は
現
在
建
設
が

答
弁
(
町
長
)
澗
沼
駅
士
事
の
進
入
一
始
ま
っ
て
お
り
、
夏
海
地
区
で
も
ト
ン

道
路
は
、
駅
周
辺
一
殺
備
計
画
及
び
、
県
一
ネ
ル
現
場
の
遺
蹟
発
堀
が
終
h
y
次
第
工

道
大
洗
友
部
線
改
良
工
事
と
合
せ
検
討
一
一
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
o

遅
れ
て
い
る
大
洗
l

友
部
線
(
県
道
)
の

改
良
「

酒

沼

駅

整

備

と

合

せ

検

討

中

」

質
問
夏
海
松
川
地
区
の
同
県
道
は
数
1

年
間
改
良
工
事
が
会
っ
た
く
す
す
ん
で

い
な
い
。
同
地
は
、
拡
幅
ま
た
は
付
替

の
い
ず
れ
に
な
る
の
か
、
県
と
の
交
渉

経
過
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
他
町
村
の

整
備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
岡
県
道
は
、
地
方
主

要
道
で
あ
れ
J

、
関
係
山
町
村
で
期
成
問

盟
会
ぞ
結
成
し
整
備
促
進
に
当
っ
て
い

る
o
現
在
、
松
川
地
区
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
鹿
島
線
沼
沼
駅
の
建
設
と
栖
ま

っ
て
岡
地
区
の
路
線
を
ど
う
と
る
か
、

区
爾
整
震
、
バ
イ
パ
ス
問
題
等
も
含
め

関
係
者
で
検
討
中
で
あ
る
o

各
町
村
の
整
備
状
況
は
、
舗
装
は
い

ず
れ
も
百
%
で
あ
h
y
、
改
良
に
つ
い
て

は
、
大
洗
七
十
%
、
友
部
五
十
%
で
、

淡
域
と
旭
は
ほ
ぼ
百
%
に
達
し
て
い

る。

金議(J)状況

本

会

議

・

:

:

:

:

四

日

間

常
任
委
員
会
・
.......... ・
・
・
・
四
日
間

出

席

議

員

:
-
j
i
-
-
-
二

十

一

名

欠

席

議

員

:
-
j
a
-
-
・
:
・
:
三
名

傍

聴

人

・

:

:

:

二

十

九

名

な
ぜ
で
き
な
い
H

甘
一
の
窓
口
事
務

「

政

策

と

し

て

検

討

す

る

」

な
し
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る。
昼
休
み
来
客
者
の
実
態
を
調
査
し
諸

方
策
を
積
極
的
に
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
週
休
二
日
制
に
対
す
る
町

の
考
え
方
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

答
弁
h
町
長
)
昼
休
み
を
交
替
制
と

す
る
と
か
、
従
事
し
た
職
員
の
休
務
時

閣
の
変
更
、
特
殊
事
務
の
み
の
窓
口
等

い
ろ
い
ろ
検
討
は
し
て
き
だ
o
し
か

し
、
労
働
基
準
法
で
昼
休
み
は
一
時
間

と
定
め
で
あ
っ
て
、
職
員
組
合
と
し
て

は
、
昼
休
み
は
誰
で
も
が
休
息
で
き
る

時
間
と
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
施
さ
せ
る

事
は
政
策
上
の
問
題
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
職
員
代
表
と
話
し
あ
い
や
続

け
て
ゆ
き
た
い
。

週
休
二
日
制
は
、
不
況
の
最
中
こ
の

間
題
の
解
決
な
く
し
て
は
実
施
し
な
い

方
針
で
あ
る
o

た
保
育
所
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
安

全
な
通
園
範
酉
を
考
え
、
い
ま
の
と
こ

ろ
現
施
設
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
他
所
に

答
弁
(
町
長
)
毎
年
町
で
は
就
学
前
一
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
を
考
え
て
ゆ
き
た

の
一
年
間
は
で
き
る
だ
け
全
員
が
保
育
一
い
と
思
う
o
ま
だ
、
具
体
的
方
向
は
決

所
な
り
幼
稚
闘
に
入
h
y
集
団
教
育
を
経
一
っ
て
い
な
い
。

警
ご
せ
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
現
在
一
公
立
原
育
所
の
職
員
数
は
基
準
ぞ
上

公
私
立
を
含
め
保
育
所
五
、
幼
稚
園
一
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
場
で
は
複
数

一
一
一
、
そ
の
他
一
の
施
設
が
あ
り
全
体
の
一
領
任
制
の
増
員
要
求
が
で
て
い
る
状
況

就
園
率
は
県
の
平
均
点
官
上
回
っ
て
い
る
一
で
あ
る
が
こ
れ
以
上
の
職
員
増
は
到
底

も
の
の
こ
れ
で
事
足
り
て
い
る
と
は
思
一
で
き
な
い
。
全
体
的
バ
ラ
ン
ス
も
大
事

っ
て
い
な
い
。
五
十
四
年
は
、
新
た
に
一
な
の
で
洗
い
践
し
を
ふ
遡
一
止
な
配
置
に

民
間
保
首
所
一
ヶ
所
を
開
設
し
た
い
と
一
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
う
申
込
み
も
あ
り
、
ま
た
、
町
に
お
一
(
厚
生
課
長
)
乳
幼
児
保
育
は
、
設

い
て
も
小
学
校
併
設
の
幼
稚
関
設
置
を
一
備
の
関
係
で
第
一
保
の
み
が
行
な
っ
て

考
え
て
い
る
o

一お
hu、
五
十
三
年
は
三
名
入
所
す
る
o

第
二
@
第
三
保
は
防
音
工
事
の
対
象
一
第
一
了
第
三
は
乳
幼
兎
保
育
の
申
込
み

と
な
る
が
敷
地
狭
く
問
所
で
の
建
替
は
一
は
な
か
っ
た
o

無
理
で
あ
る
o
海
岸
埋
立
地
へ
合
併
し
一

保
育
所
、
幼
稚
園
問
題

「

町

は

来

年

幼

稚

園

を

検

討

」

質
問
本
年
は
、
保
育
所
に
入
れ
な
か

っ
た
児
童
が
九
十
一
名
も
出
た
実
態
で

あ
る
。
保
育
婆
件
に
欠
け
て
い
る
場
合

も
あ
る
が
、
家
庭
の
気
持
、
幼
児
の
心

情
を
思
う
時
町
は
早
急
に
こ
の
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幼
児
教
育

に
対
す
る
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

第
二
・
第
三
保
は
、
施
設
が
古
く
運

動
場
も
狭
い
。
改
築
、
ま
た
は
移
転
計

画
は
あ
る
か
。

第
一
保
は
児
意
数
に
対
し
職
員
が
多

く
他
保
育
所
と
く
ら
べ
る
と
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
で
あ
る
。
職
員
の
配
鐙
基
準
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
乳
幼
児

保
世
間
(
三
才
未
満
)
は
申
込
み
が
多
い

と
慾
う
が
実
態
は
ど
う
か
。

原
研
事
故
の
対
策

「

町

は

厳

重

抗

議

」

一
質
問
新
聞
問
、
テ
レ
ビ
で
大
洗
原
研
材

一
料
試
験
炉
の
水
漏
れ
事
故
が
大
き
く
報

一
一
噂
さ
れ
た
。
内
容
は
三
月
九
日
j
十
四

岸
は
危
険
区
域
の
た
め
、
道
路
や
閉
鎖
一
日
の
聞
に
三
回
の
事
故
が
発
生
し
、
し

す
る
事
も
考
え
た
が
法
的
に
そ
の
措
霞
一
か
も
高
濃
度
の
汚
染
放
射
能
流
出
と
い

が
と
れ
な
か
っ
た
o

一
う
事
で
あ
る
o
原
研
側
の
町
へ
の
報
告

今
回
、
安
全
対
策
、
将
来
計
幽
等
壱
一
を
み
る
と
、
単
な
る
水
漏
れ
と
い
う
だ

十
分
考
慮
し
た
う
え
で
、
レ
ス
ト
ラ
一
け
で
事
故
扱
い
を
し
て
い
な
い
よ
う
に

ン
、
浜
遊
び
、
釣
客
、
繁
急
車
使
用
等
一
閉
山
え
、
防
に
対
し
事
の
重
大
さ
を
軽
く

の
た
め
一
般
大
衆
が
利
用
す
る
道
路
一
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
考

(
み
な
し
町
道
)
と
し
て
認
め
た
も
の
一
え
ら
れ
る
。

で

あ

る

。

一

防

と

し

て

は

、

再

三

の

事

故

発

生

で

町
有
地
の
道
路
面
積
は
、
五
九
二
平
一
あ
り
原
研
に
対
し
厳
重
な
る
申
し
入
れ

方
米
o
舗
装
費
用
は
全
額
寄
附
で
あ
一
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

る
o
開
発
申
請
は
私
道
に
よ
り
許
可
さ
一
ま
た
、
原
研
敷
地
と
し
て
売
収
し
た

れ
汚
排
水
処
理
等
も
問
題
は
な
い
。
一
土
地
で
未
使
用
の
所
が
あ
る
o

過
剰
売

一
収
で
は
な
か
っ
た
か
伺
い
た
い
。

個
人
専
用
の
疑
あ
る
町
道

二

般

道

路

と

し

て

使

用

認

め

る

」

質
問
南
中
下
夏
海
バ
イ
パ
ス
に
あ
る

防
有
地
の
旧
作
業
用
道
路
は
、
最
近
舗

装
し
た
が
町
道
の
認
定
は
し
て
い
な

い
。
附
近
の
状
況
と
同
道
路
の
利
用
等

を
み
た
時
、
疑
問
が
生
じ
る
の
で
町
の

考
え
を
た
だ
し
た
い
。

ま
た
、
道
路
面
積
、
開
発
許
可
等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
こ
の
道
路
は
、
建
設

省
の
資
材
置
場
搬
出
入
路
と
し
て
使
用

し
て
い
た
処
で
、
終
っ
て
か
ら
も
海
岸

へ
の
利
用
者
が
多
く
長
い
間
そ
の
ま
ま

放
面
白
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
の
附
近
の
海

答
弁
(
町
長
)
心
配
を
か
け
お
わ
び

す
る
o
三
月
十
四
日
原
研
よ
り
二
名
来

庁
し
水
漏
れ
事
故
の
報
告
が
あ
っ
た
o

そ
れ
に
よ
る
と
、
材
料
試
験
炉
で
ウ
ラ

ン
燃
料
の
入
っ
た
ぺ
レ
ッ
ト
に
穴
を
あ

け
そ
こ
か
ら
で
る
放
射
能
が
冷
却
水
の

中
に
お
よ
ぽ
す
量
を
測
定
す
る
と
い
う

実
験
中
、
「
弁
、
溶
出
陸
部
分
」
に
漏
水

を
発
見
、
十
三
日
二
十
一
時
二
十
六
分

炉
の
運
転
ぞ
停
止
し
た
o
外
部
へ
の
流

出
は
無
く
危
険
は
な
い
が
、
原
因
調
査

中
と
の
こ
と
で
あ
り
、
町
は
更
に
詳
し

い
報
告
を
求
め
て
い
る
o
町
長
、
議
長

名
を
も
っ
て
原
研
に
事
故
防
止
を
強
く

抗
議
し
た
。

原
研
施
設
外
に
あ
る
売
収
地
は
国
有

財
産
緑
地
帯
と
し
て
任
理
保
全
し
て
お

り
過
剰
売
収
で
は
な
く
払
戻
し
等
は
考

え
て
い
な
い
。

。

〈

〉

〈

〉

O
〈
〉

一
般
質
問
は
、
以
上
の
ほ
か
に

o
東
光
台
町
道
及
び
漁
民
ア
パ
ー
ト
駐

車
場
開
題
。
年
賀
広
告
等
に
つ
い
て

o
老
人
舘
(
仮
称
)
に
つ
い
て

o
水

道
事
業

o
魚
市
場
入
合
権
問
題

O

新
町
地
区
の
生
活
排
水
問
題
。
下

水
道
事
業
に
つ
い
て

o
公
衆
便
所
に

つ
い
て

o
魅
力
あ
る
観
光
地
を
目
指

す
町
の
具
体
策
を
向
う

o
五
十
一
一
一
年

度
予
算
執
行
に
つ
い
て
要
望

o
前
回

質
問
に
対
す
る
町
の
対
応
状
況
に
つ
い

て

o
児
童
人
権
問
題
。
都
市
計
画

事
業
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

主催:大洗町歩こう会 後援:大洗町教育委員会

お問い合せは大洗町教育委員会事務局へ (TEL 7-5111 内線72)こう会」「大洗53 日自
通算回数 月 日r-出発時刻 コ ス(行先) 距離(約) 所要時間

43 4月9日
午前8時30分

大洗海岸・こどもの国・天妃山・祝町 7km 2時間00分

44 5月14日 釜口山・神山・夏海 101叩 2時間30分

45 6月11日 新町・堀割・桜道 5km 1時間20分

46 7月9日
午前 7時00分

大洗港・神社・東光台 4km 1時間00分

47 8月13日 大貫海岸 5km 1時間20分

48 9月10日 三橋めぐり 11km 2時間50分

49 10月8日 大貫小・花池・鏡塚 6km 1時間30分

50 11月12日 海門橋・湊公園・反射炉 9km 2時間20分

51 12月10日
午前8時30分

青年研修所・釜口山・大洗品校・権現坂 7km 2時間00分

52 1月14日 大貫・島田・平戸僑 8km 2時間00分

53 2月11日 湊・平磯 12km 3時間00分

54 3月11日 東光台・磐船タ照・祝町 7km 2時間00分

昭和53年度の歩こう会を石記のとおり予定しておりますのでふるって参加

されますようお知らせいだします。

@毎月第2日曜日に行ないますが¥当日雨天の時は次の日曜日になります。

亡こココ ⑧集合場所は岳回役場前です。

⑧出発時刻15分前にお集り下さい。

⑧参加費は無料亡司。

寺

若返えりに/ 健康増進に/

体力づくりに/

足・腰をき疋えよう



(8) 第86号

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
争
守
る
た
め
、
医
療
機
闘
を

始
め
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
h
u、
五
月

に
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
下
ざ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
致

し
て
お
D
ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
い
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
回
覧

等
に
よ
hu
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
保
健
セ
ン
タ
ー

(
T
E
L六
l
一
O
一
0
・
六
i
O九

五
一
一
一
)
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
こ
な
い
ま
す
。

乳
児
健
診

。
対
象
生
後
一
年
以
内
の
乳
児

o
日
時
吋
五
月
四
日
(
木
)
・
十
八

日
(
木
)

午
後
一
時
十
五
分
j
二
時
十
五
分

(
受
付
)

L、らあおお
金子供問

昭和53年4月25日

風，薫る中で・…一

老人体育祭@身障者スポーツ大会に
参加し，みなさんで楽しい 1日を。

ニ
才
児
健
康
相
談

。
対
象
満
二
才
の
誕
生
日
に
達
し

た
幼
児

。
日
時
五
月
八
日
(
月
)
二
一
十

二
日
(
月
)

午
前
九
時
一
一
一
十
分
i
十
一
時
一
一
一
十

分
、
午
後
一
時
j
二
時
三
十
分

(
受
付
)

三
一
才
児
健
診

0

対
象
種
ニ
才
児
の
幼
児

o
日
時
五
月
十
六
臼
(
火
)

午
後
一
時
十
五
分
1
二
時
十
五
分

(
受
付
)

母
性
相
談

。
対
象
妊
婦
及
び
産
後
の
母
性

(
妊
娠
中
に
高
血
圧
ザ
蛋
白
@
浮

腫
・
糖
尿
等
に
異
常
の
あ
っ
た
母

親
)

。
日
時
五
月
一
日
(
月
)
十
五
日

(
月
)

5月5日の“子供の日"、海の子供の国では、

町内の小中学生のみなさんに楽しい一時を過ごし

てもらおうと、次のようないろいろな催しをおこ

ないお待ちしています。

圏催し物

⑧一万匹の金魚、すくい

(先着1，500名に限り)

アミや入れ物は、会場に用意してあります。

道具の持ち込みはできません。

@キャンディーのプレゼント

(先落3，000名に限り)

働当日I立、水族館の入場は無料です。

海の子供の国からプレゼント

老人及び身障者の福祉向上のーっとして、毎年行なわ

れております老人・身障者体育祭も、みなさまの御協力

により今年で第 8回目を迎えることになりました。

IBJでは今年も、次により第8回老人・身障者体育祭を

行ないますので、多数のみなさんの参加をお願いいたし

ます。

記

@期日

@場所

⑧対象者

1 .老人体脊祭……60オ以上の高年者のみなさん

2.身障者スポーツ大会……身体障害者のみなきん

5月下旬

大洗ゴルフ場内

~'" ¥， 

午
前
九
時
一
二
十
分
1
十
一
時
一
一
一
十

分
、
午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

(
受
付
)

成
人
病
及
び
一
般
健
康
相
談

。
対
象
磯
浜
地
区

o
日
時
五
月
十
日
(
水
)

午
後
一
時

1
二
時
三
十
分
(
受

付
)

⑮
予
防
接
種

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
儀
風
混
合

0

対
象
一
一
期
生
後
二
十
四
カ
月

か
ら
三
十
カ
月
の
幼
児
(
六
週
間

か
ら
八
週
間
の
間
婦
で
二
回
接

種
)
二
期
一
期
終

γ後
十
二
カ
月
か

ら
十
八
カ
月
の
幼
児

。
日
時
五
月
十
九
日
(
金
)
・
二

十
一
日
(
金
)
午
後
一
時
一
一
一
十
分

1
二
時
一
一
一
十
分
(
受
付
)

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

0

対
象
四
才
ま
で
の
乳
幼
児
(

回
接
種
)

o
日
時
五
月
九
臼
(
火
)
、
十
日

(
水
)
午
後
一
時
一
一
一
十
分
j
二

時
一
二
十
分
(
受
付
)

B
C
G
 

o
対
象
四
才
ま
で
の
乳
幼
児

(
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結

果
陰
性
の
者
一
回
援
額
)

。
日
時
五
月
十
一
日
(
木
)

十
二
日
(
金
)
午
後
一
時
一
一
一
十

分
1
一
一
詩
一
一
一
十
分
(
受
付
)

生
ワ
ク

o
対
象
生
後
)
一
一
カ
月
か
ら
十
八
カ

月
の
乳
幼
児

(
六
週
間
間
隔
を
お
い
て
二
回
投

与
)

。
日
時
五
月
二
十
一
一
一
日
(
火
)
園

二
十
四
日
(
水
)
@
二
十
五
臼

(
木
)
三
一
十
六
日
(
金
)

午
後
一
時
一
二
十
分
j
二
時
三
十
分

(
受
付
)

「
母
子
健
康
手
帳
」

交
付
手
続
き
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

母
子
保
健
法
に
よ
h
u、
妊
娠
し
た
看

は
す
み
や
か
に
、
市
町
村
長
に
届
出
を

し
、
「
母
子
健
康
手
帳
し
の
交
付
を
う

け
な
け
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。
そ
の
手
続

き
は
今
ま
で
、
住
民
課
窓
口
係
で
受
付

け
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
衛

生
課
(
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
)
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o
ご
了
承
下
さ

、。，
U
 

な
お
、
来
所
す
る
時
は
、
次
の
も
の

を
と
持
参
下
さ
い
。

。
医
師
の
診
断
書

。
印
鑑

文
芸
講
中
挫
の
募
集

短
歌
・
詩
@
俳
句
な
ど
文
芸
講
座
を
一
@
俳
句
コ
l
ス
四
月
第
二
a

第
四

左
記
に
よ
れ
U

聞

き

ま

す

の

で

多

数

参

加

一

金

隠

目

、

五

月

か

さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
一
ら
十
月
ま
で
第
四

@
短
歌
コ

l
ス

四

月

第

一

@

第

一

一

一

一

金

曜

日

火
曜
日
、
五
月
か
一
@
各
コ
l
ス
と
も
毎
回
午
後
七
時
1

ら
叩
月
ま
で
各
第
一
午
後
九
時

一
火
隠
日
一
@
場
所
!
大
洗
町
役
場
(
一
一
一
階
)

@
詩
コ
!
ス
四
月
・
五
月
・
九
一
一
@
く
わ
し
い
こ
と
は
大
洗
町
教
自
問
委

月
の
第
二
・
第
四
員
会
社
会
教
育
係
へ
お
問
い
合

月

曜

日

せ

下

さ

い

。

金

図雑申
祝
町
小
学
校

児

童

用

図

書

ボ

ッ

ク

ス

ミ

シ

ン

骨
大
食
小
学
校

電

子

リ

コ

ピ

ー

申
第
一
・
中
学
校

野
球
用
ユ
ニ
ホ
ー
ム
(
一
式
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
具
格
納
庫

自

転

車

用

空

気

入

れ

ス

ト

ー

ブ

唾
南
中
学
校

ガ
ス
湯
沸
か
し
(
シ
ャ
ワ
ー
)

下

駄

箱制技能検定聞を受けてみませんか

そしてー・技能士になワませんか

ど

相

当

額

理

同

附

者

会
二
回
巻一台一一個

一
万
五
千
円
一
鈴
木
助
三
郎

一
二
千
円
一
関
根
明

一
万
円
一
高
木
一
郎

山
口
と
も
え

浅

見

道

子

関

根

照

子

小
沼
酋
之
助

三t

万

Ii 

明

一
万
六
千
円
一
一
湯

寿

会

浅

佳

応

書

台

二
五
万
円
一
小
野
瀬
誉
之
助

一
五
着一棟一台

二一台

四
五
万
円
一
梶
関
ハ
ナ

一
O
万
円
一
秋
山
市
郎

三
千
円
一
浅
井
英
治

五
万
円
一
関
根
照
子

台式

「技能検定」は、いろいろの職場の技能者が、努力と経

験で身につけた“うで"を、一定の基準で国が検定する

制度です。

対象となる職種同、造園、機械加工、洋裁、菓子製造

など90種で、これを一級、二級に分け、実技、学科試験

を行い、合格者には「技能士J の称号が与えられます。

技能検定試験は、職種によって前期・後期に分けて行わ

れます。前期の申し込みは 5月 1日から 5月12日まで、後

期の申し込みは10月11日から10月28日までとなっています。

職場で働く技能者のみなさん、ぜひ、この機会に技能

士になりませんか。

詳しいことは、茨城県技能検定協会へお問い合せ下さい。

千310水戸市三の丸 1~ 5 ~15 茨城商工ビ/レ内

TEL 0292~21~8647 ・ 7131

前
回
の
町
報
(
第
八
五
号
)
で
御
報

告
申
し
上
げ
た
後
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
ヘ
左
記
の
方
々
か
ら
歳
末
助
け
あ
い

運
動
の
た
め
多
額
の
寄
付
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
御
支

援
隠
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

義
担
問
金
は
歳
未
助
け
あ
い
運
動
の
趣

旨
に
従
い
町
内
の
生
活
圏
窮
世
帯
の
方

々
や
町
出
身
の
福
祉
施
設
入
所
者
等
に

に対するご協力摩く僻札
申し上げます。
心暖まる義損金1587J3000開
が寄せられました

会
長
鈴
木
克
衛
マ
三
万
円
明
神
町

岡
安
政
次
円
〉
壱
万
七
千
九
百
八
拾
九

円
磯
浜
田
開
人
会
長
平
戸
美
津
江
マ
壱

万
円
わ
ん
さ
会
代
表
悶
崎
誠
マ

壱
万
円
大
洗
名
産
物
売
盾
組
合
代
表
瀬

林
一
吉
マ
壱
万
円
大
洗
町
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
マ
壱
万
円
一
五
会

一
同
マ
五
千
円
み
と
や
洋
品
回
マ

壱
万
五
千
六
百
拾
五
円
大
賞
小
学
校

教
員
児
章
一
同
マ
壱
万
円
髭
釜
一

O

区
原
田
締
マ
弐
千
円
衰
海
婦
人
会

マ
弐
千
円
高
年
者
ク
ラ
ブ
神
山
寿
会
長

井
上
幸
夫
マ
壱
万
円
恵
泉
保
育
園
長

室
実
静
枝
マ
五
千
円
恵
泉
保
育
園
母

の
会
マ
五
千
円
大
賞
恵
泉
教
会
マ

参
千
円
明
神
町
七
区
鈴
木
と
き
マ
壱

万
参
千
八
拾
六
円
茨
城
県
腐
主
信
用
組

合
大
洗
支
后
職
員
一
同
マ
五
千
円
通

h
y
町
田
中
正
一
マ
弐
万
円
大
洗
た
ば

こ
小
売
商
組
合
長
野
上
為
三
マ
五
千

円
濡
友
会
代
表
小
沼
昇
マ
参
千
円

恵
泉
保
育
園
職
員
一
同
マ
六
万
円
大

洗
清
掃
協
同
組
合
代
表
飛
田
五
郎
マ

五
千
円
東
治
台
清
野
寿
子
マ
壱
万
円

北
清
水
一
灰
代
表
関
根
忠
文
マ
五
千

円
明
神
町
関
根
猛
マ
参
万
円
大
洗

マ
ル
セ
ン
組
合
代
表
木
村
義
一
マ
六

千
九
百
五
拾
円
木
躍
会
代
表
関
根
旅
舘

マ
参
千
円
大
洗
活
気
館
剣
道
少
年
団
代

表
久
保
田
敏
夫
マ
七
万
七
千
五
百
五

拾
円
漆
戸
会
代
表
小
沼
幸
一
郎
マ
弐
一

万
円

E大
洗
レ
ン
タ
カ
ー
代
表
柴
田
一

二
一
男
四
マ
壱
万
円
大
蔵
会
代
表
久
保
一

木
春
夫
マ
五
千
円
大
洗
町
学
校
薬
剤
一

師
会
代
表
関
昭
一
郎
マ
参
万
円
髭
釜
一

回
区
関
昭
一
郎
マ
参
千
百
参
拾
六
円
一

大
洗
海
の
子
ど
も
の
国
マ
弐
万
円
滝
一

口
保
育
園
後
援
会
一
同
マ
拾
万
円
大
一

町
内
の
各
小
・
中
学
校
に
、
毎
年
大
一
頂
き
ま
し
た
o
学
校
関
係
者
一
問
、
皆

勢
の
方
々
か
ら
善
意
の
寄
附
が
寄
せ
ら
一
様
方
の
御
好
意
に
深
く
感
謝
し
、
早

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
だ
け
で
も
、
一
速
、
学
校
教
育
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た

児
童
一
用
図
書
・
ミ
シ
ン
e

電
子
リ
コ
ピ
一
だ
い
て
い
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

1
・
現
金
な
ど
次
表
に
あ
げ
た
と
お
一
ま
し
た
o

h
y
、
多
数
の
品
目
に
つ
い
て
御
寄
附
を
一

品

名

数

量

骨
鰐
浜
小
学
校

少
年
少
女
世
界
文
学
会
集

誌
翼
シ

7
ア
エ
ル
シ
l
メ
イ
ト
)

賞

状

用

盆

す
べ
て
配
分
い
た
し
ま
し
た
の
で
完
了

の
御
報
告
券
申
し
上
げ
ま
す
。

前
回
報
告
後
、
義
摺
金
品
を
い
た
だ

い
た
方
々
は
次
の
と
お
D
で
あ
り
ま
す
。

。
歳
末
助
け
あ
い
運
動
寄
付
者
(
十

二
月
七
日
以
降
敬
称
略
)

マ
二
万
円
大
洗
町
商
工
会
長
金
子
良

雨
沢
久
夫
一
一
日
V

五
千
円
明
神
町
二
区
小
神
野
ま
つ

小
野
瀬
俊
市
一
一
マ
七
万
四
千
円
大
洗
町
米
穀
小
売
溜
組

鳴も
善
意
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
善
意
銀
行
に
つ
い
て
は

そ
の
活
動
内
容
が
町
民
の
皆
様
に
最
近

よ
く
理
解
さ
れ
て
ま
え
り
、
今
回
も
左

記
の
方
よ
り
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。大洗
町
善
意
銀
行
に
よ
せ
ら
れ
る
ご

寄
付
は
、
な
く
な
ら
れ
た
親
族
の
方
の

ご
香
料
の
一
部
、
あ
る
い
わ
パ
ザ
!
の

益
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
一
部
な
ど

や
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
福
祉
の
面
に
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
云
う
趣
旨
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o
善
意
細
略
行
に

お
い
て
は
、
こ
う
し
た
ご
趣
旨
に
添
え

る
よ
う
、
町
内
の
恵
ま
れ
注
い
人
々

や
、
町
よ
り
各
種
の
福
祉
施
設
に
収
容

さ
れ
て
い
る
人
々
の
福
祉
向
上
の
た
め

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
皆
様
方

の
善
意
が
福
祉
の
聞
に
充
分
生
か
さ
れ

る
よ
う
配
慮
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
町
民
の
皆
様
方

の
善
意
の
環
や
ひ
ろ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
、
幸
せ
で
明
る
い
豊

か
な
地
域
福
祉
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に

努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
善
意
銀
行
に
寄
付
を
さ
れ
た
方

O

大
洗
町
磯
浜
町
六
八
九
四
番
地

洗
酒
類
販
売
業
組
合
マ
参
万
円
六
施

ゴ
ル
フ
キ
ャ
デ
ー
組
合
マ
弐
万
五
手

円
大
洗
町
商
工
会
青
年
部
マ
六
万
参

千
円
青
葉
組
合
代
表
前
島
墜
閉
居
マ

五
万
円
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
代
表

青
木
功
マ
四
万
円
大
洗
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
代
表
野
手
列
マ
壱
万
円

ざ
と
美
会
(
昭
和
二
十
年
磯
小
卒
業
同

窓
会
)
マ
五
千
円
常
陽
明
治
記
念
館

職
員
一
間
マ
弐
万
円
寺
釜
五
区
ひ
か

り
カ
メ
ラ
路
中
山
光
明
マ
壱
万
円
永

町
一
一
色
高
崎
誠
寿
マ
六
千
百
九
拾
円

祝
町
小
学
校
職
員
児
嚢
一
間
マ
四
万

七
千
六
百
九
拾
壱
円
動
燃
大
洗
工
学
セ

ン
タ
ー
大
洗
事
務
所
職
員
一
同
マ
五

万
拾
壱
円
磯
浜
小
学
校
職
員
児
童
一
同

マ
参
万
円
大
洗
遊
技
場
組
合
代
表
本
田

幸
敬
マ
壱
万
円
南
中
学
校
J
R
C

マ
壱
万
参
千
参
百
円
動
燃
大
洗
青
婦
部

婦
人
部
会
マ
弐
千
円
高
年
者
ク
ラ
ブ

明
寿
会
会
長
高
橋
兼
吉
マ
五
千
円
野

手
医
院
マ
壱
万
円
永
町
一
区
半
閏
好

一
マ
壱
万
七
千
五
百
円
大
洗
町
民
生

委
員
協
議
会
マ
五
万
五
千
弐
百
九
拾

六
円
日
本
原
子
力
研
究
所
大
洗
研
究
所

職
員
一
同
マ
六
千
百
弐
拾
円
大
貫
小

さ
く
ら
子
供
会
代
表
団
部
田
安
太
郎
一

マ
壱
千
円
役
場
税
務
課
職
員
一
同
一

マ

大

洗

町

-

飲

食

庖

組

合

一

代

表

大

内

勝

吉

外

一

寄
付
金
額
拾
弐
万
八
千
五
百
円
一

o
一

万

円

(

五

件

)

一

寿
多
庵
、
大
漁
す
し
、
大
進

あ
ん
ば
い
や
、
柳
原

o
五
千
円
(
問
件
)

常
陸
屋
、
レ
ス
ト
ラ
ン
あ
さ
や
、

大
洗
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

末
仁

大
津
源
三
殿

五
O
、0
0
0円

口
三
千
円
(
十
一
件
)

こ
ま
つ
や
、
ば
ん
十
や
、
若
宮
、

南
風
、
リ
ン
ド
ウ
、
葵
、
ひ
さ

ご
、
奈
二
一
喜
、
お
ぬ
ま
や
、
正

幸
、
あ
じ
ゃ
ん

。
二
千
円
(
二
十
件
)

レ
ス
ト
ラ
ン
ア
リ
ュ

l
シ
ャ
ン
、

銀
泉
、
沖
苑
、
サ
サ
ヤ
、
小
舟
、

白
十
字
、
マ
リ
ン
、
春
美
、
金

藤
、
酒
井
や
、
仲
よ
し
本
底
、

磯
、
栗
崎
や
、
浜
や
食
堂
、
錦
水

亭
、
か
っ
ば
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン

夏
海
、
レ
ス
ト
ラ
ン
山
翠
、
ニ
ュ

!
大
洗
、
お
お
い
食
堂

。
千
円
(
一
一
一
十
九
件
)

お
お
か
和
、
た
ち
ば
な
、
き
く
の
、

せ
ん
な
豆
、
ど
さ
ん
子
、
松
信
食

堂
、
親
松
、
藤
よ
し
、
ス
ナ
ッ
ク

ア
ン
カ
ー
、
天
松
、
い
そ
や
、
大

森
売
底
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
l
フ
サ

イ
ド
、
海
楽
、
ビ
l
チ
パ
レ
ス
、

石
井
食
堂
、
大
津
屋
、
た
や
ま
、

諸
問
食
蛍
、
加
島
売
回
、
橘
、
あ

ぶ
ら
や
、
桜
井
食
堂
、
幸
楽
、
旭

ひ
さ
ご
、
な
ぎ
さ
、
浜
喜
や
、
日

の
や
、
ひ
ら
と
や
、
み
か
ど
、
大

野
や
、
夏
、
み
ち
こ
、
神
代
、
お

と
き
ち
、
な
み
、
ひ
ね
ま
食
堂
、

山
水
売
底
、
マ
リ
ン
ラ
ン
ド

o
五
百
円
(
七
件
)

や
え
も
ん
、
喜
泉
、
ブ
ロ
ン
ズ
、

ア
ン
ヌ
、
な
ゆ
き
、
さ
か
え
、
金

来
軒

マ
衣
料
品
、
菓
子
類

マ
ル
ア
イ
洋
品
屈
、
衣
料
品

菓
子
類
大
洗
ゴ
ル
フ
キ
ャ
デ
ー

組
合

ι1 
上

ιょ
上

薬
開
閉
募
金
運
動
日
間
最
鰐
報
告

昭
和
五
十
二
年
度
募
金
総
額

一
九
二
万
五
千
八
百
二
十
七
円

に
達
し
ま
し
た

昭
和
五
十
二
年
度
共
同
募
金
運
動
に

つ
き
ま
し
て
は
町
民
各
位
の
御
理
解
と

募
金
奉
仕
関
係
者
の
方
々
の
御
協
力
に

よ
D
、
一
九
二
万
五
千
八
百
二
十
七
円

(
目
標
額
の
一
六
一
了
二
四
%
)
の
募

金
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
o
心
か
ら
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
す
べ
て
県
共
同
募
金
会

ヘ
送
金
納
付
し
、
昭
和
五
十
二
年
度
の

募
金
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
前
回
の
町
報
(
第
八
五
号
)
で

ご
報
告
申
し
あ
げ
た
後
、
次
の
地
区
よ

り
募
金
が
よ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で

報
告
い
た
し
ま
す
。

0

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
六
日
報
告

の
後
募
金
を
よ
せ
ら
れ
た
地
区

明
神
町
二
区
二
万
二
千
七
六
七
円

以
上
昭
和
五
十
二
年
度
共
同
募
金
運
扇

の
完
了
の
御
報
告
を
申
し
上
げ
今
後
の

御
協
力
を
お
願
い
た
し
ま
す
o
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